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第30回坂出市親子・一般カヌー教室
　当日は、北京五輪香川合宿中につき、フィンランド
選手団によるカヌー講習も予定されています。
日時　8月10日豸9：45～
会場　坂出市カヌー研修センター　参加料　1人1,000円
申込　7 月 20 日豸～31 日貅（月曜・祝翌日休館）、下記まで
問合先　坂出市カヌー研修センター（蕁48・1885）

夏休み親子市政バス
日時　7月25日貊8：30～16：30
集合場所　坂出市役所
コース　らくれん→香川県埋蔵文化財センター→瀬戸
　大橋記念公園→四国電力→坂出市消防署
対象　市内の小学校に在学している児童とその保護者
定員　40人（応募者多数の場合は抽選）

参加料　無料　準備物　弁当、水筒
申込　はがきに住所、児童名（学校
　名・学年）、同伴の保護者名、電
　話番号を明記の上、7月11日貊必着
　で下記まで
問合先　市秘書課 〒762-8601 坂出市
　室町2-3-5（蕁44・5000）

夏休み親子下水道見学会
日時　7月28日豺、29日貂、30日貉、31日貅、8月1日貊
　　　10：00～12：00
会場　中讃流域下水道　大束川浄化センター
対象　小学生（保護者同伴）
定員　各日20組40人（先着順）
申込　7月22日貂までに電話またはFAXにて下記まで
　（空きがあれば前日まで受付。お問い合わせください。）
問合先　大束川浄化センター
　　　　（蕁46・2016　薨46・2046）

沙弥島海開き
　市内唯一の海水浴場として毎年多くの人でにぎわ
う沙弥島海水浴場。その水質と自然環境などが評価
され、環境省の主催する「快水浴場百選」に選ばれ
ています。
日時　7月16日貉10：00～

　市内唯一の海水浴場として毎年多くの人でにぎわ
う沙弥島海水浴場。その水質と自然環境などが評価
され、環境省の主催する「快水浴場百選」に選ばれ
ています。
日時　7月16日貉10：00～

番の州プール
　全長260ｍの流水プールと25ｍ
プール、幼児用プールを完備。
高さ12ｍのウォータースライダ
ーが待ってるよ!!
開場　7月12日貍～8月25日豺
　　　10：00～17：30
入場料　大人450円、
　　　　中高生300円、小学生250円
●さかいで大橋まつり協賛行事　無料開放
日時　8月1日貊10：00～16：00
問合先　市体育課（蕁44・5025）

リサイクルプラザ
　市内の一般家庭から排出されるさまざまな資源ごみ
が持ち込まれ、再資源化が行われている坂出市のリサ
イクル拠点。ここでは廃油からの石けん作りや空きび
んを利用したボトルクラフトなども体験できます。
●サンドブラストと石けん作り
日時　火～金曜日9：00～16：00
対象　小学生以上
　　（小学生は保護者同伴）
●とんぼ玉作りとボトルクラフト
日時　火～金曜日9：00～16：00
対象　中学生以上
●環境学習パソコン体験
　身近なごみ問題から地球規模の環境問題まで、パソ
コンを使って学べます。
日時　月～金曜日　9：00～16：00
対象　小学生以上
問合先　リサイクルプラザ（蕁44・2320）
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●夏休み期間企画
・黒点を見る会　※天候により中止することがあります
　日時　夏休み中の毎週火曜日（7月22日を除く）10：00～
・子ども映画の会　アニメ日本昔ばなし
　日時　夏休み中の毎週水曜日　14：00～
・紙芝居の会　紙芝居、絵本の読み聞かせ
　日時　7月19日貍11：00～
　　　　夏休み中の毎週金曜日（8月29日を除く）14：00～
・星を見る会　夏の星座、月、火星の観察
　日時　7月25日貊、8月8日貊19：30～（雨天の場合は翌日）
・ゆりかごおはなし会　手遊び、絵本の読み聞かせ
　日時　8月12日貂10：30～
●夏休み体験教室
・親子パソコン教室　暑中見舞いづくり
　日時　7月20日豸10：00～　
　定員　親子10組（先着順）　申込　7月1日貂～
・子ども伝承あそび教室　万華鏡を作ろう
　日時　7月26日貍10：00～　
　定員　親子20組（先着順）　申込　7月1日貂～
・坂出子ども茶道教室
　日時　第1回　7月27日豸10：00～、14：00～　
　　　　第2回　8月24日豸10：00～、14：00～
　定員　各回10人（先着順）　
　申込　それぞれ7月1日貂～、8月1日貊～
・あそびの広場　リサイクル工作「エコッまる水車」
　日時　8月3日豸10：30～
　定員　30人（先着順）　申込　7月1日貂～
・はりがねでつくる昆虫ランド　パート4
　日時　8月7日貅低学年9：00～　高学年10：30～
　定員　各回親子10組（先着順）　申込　7月19日貍～
・子ども郷土料理教室
　日時　8月10日豸9：00～
　定員　親子10組（先着順）　申込　7月1日貂～

休館日　月曜日、7月22日貂、31日貅、8月29日貊
問合先　大橋記念図書館（蕁45・6677）

大橋記念図書館

香川県埋蔵文化財センター
●子ども考古学教室～展示解説＆はにわづくり～
日時　8月7日貅13：00～16：30
会場　県立図書館研修室
対象　小学4年生～中学3年生　定員　30人
参加料　300円（材料費、保険料）
申込締切　7月25日貊（当日消印有効）
●弥生人体験キャンプ2008
日時　8月9日貍14：00～8月10日豸11：30
会場　香川県埋蔵文化財センター
内容　貫頭衣づくり、勾玉づくり、狩猟体験、調理体
　験、土器づくりなど
対象　小学4年生～中学3年生とその保護者
定員　5家族　参加料　1人1,000円（材料費、保険料）
申込締切　7月25日貊（当日消印有効）
●むかしむかし体験まつり～古代の技術に挑戦しよう！～
日時　8月23日貍、24日豸　会場　香川県埋蔵文化財センター
・勾玉づくり　9：00～、13：00～　
　定員　各回30人　参加料　300円

歴史を学ぼう

郷土資料館企画展
　郷土資料館開館30周年を記念して、写真などで当時
を振り返る企画展を行います。
日時　7月19日貍～8月30日貍9：00～16：00
休館日　祝日、月曜日、月末日
会場　郷土資料館1階　入場料　無料
問合先　坂出市郷土資料館（蕁45・8555）

まんでがんキャンプ in summer
　大自然あふれる中での1泊2日のキャンプです。夏の
思い出づくりの一つに楽しい仲間たちとキャンプに参
加してみませんか。
日時　8月9日貍～10日豸　会場　国営讃岐まんのう公園
対象　・小学生24人（応募者多数の場合は抽選）
　　　・スタッフとして中学生以上の青年
参加料　2,500円　申込　7月28日豺までに下記まで
問合先　市社会教育課（蕁44・5026）

わくわく！さかいでっこ探検隊
●わくわく科学教室「子ども科学オリンピック」
日時　7月26日貍9：30～11：30
会場　中央公民館　参加料　200円
定員　小学生25人（先着順）※4年生以下は保護者同伴
申込期間　7月1日貂～18日貊
●塩業資料館・日本海水工場見学
日時　7月30日貉9：30～12：00
会場　塩業資料館、日本海水工場　参加料　無料
定員　小学生25人（先着順）※3年生以下は保護者同伴
申込期間　7月1日貂～25日貊
●郷土資料館見学・土器づくりに挑戦
日時　8月6日貉9：30～12：00
会場　郷土資料館　参加料　500円
定員　小学生25人（先着順）※3年生以下は保護者同伴
申込期間　7月1日貂～25日貊
●簡単にできる昼食を作ろう
日時　8月19日貂9：30～13：00
会場　勤労福祉センター　参加料　1人600円
定員　小学生親子40人（先着順）
申込期間　8月1日貊～8日貊
上記すべて
申込　氏名、学年、保護者名、住所、電話番号、FAX
　番号を明記の上、電話、FAX、メールにて下記まで
問合先　市社会教育課（蕁44・5026　薨44・4566）
　syakyou1@city.sakaide.lg.jp

・土器づくり　9：00～、13：00～
　定員　各回15人　参加料　400円
・分銅形土製品＆土笛づくり
　9：00～、11：00～、13：00～
　定員　各回15人　参加料　400円
・ガラス玉づくり　9：00～、
　10：30～、12：30～、14：00～、15：30～
　定員　各回10人　参加料　300円
上記すべて
申込　往復はがきに希望行事名、参加日時、住所、氏
　名、学年、電話番号、キャンプ希望者はテントの有
　無を明記の上、下記まで
問合先　香川県埋蔵文化財センター
　〒762-0024坂出市府中町5001-4（蕁48・2191）
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税源移譲時の所得変動に係る
　　 経過措置が設けられました

　平成19年に所得税から市・県民税への移し替えが行われ、多くのかたは平成19年度の市・県民税が増えまし
たが、平成18年と平成19年の所得が同一の場合は、所得税と市・県民税を合わせた平成19年税負担は変わらな
いように税率が定められています。しかし、退職などにより平成19年所得が大きく減少し、所得税が課税され
なくなった場合は、市・県民税のみが増加し、所得税の減額を受けないこととなります。
　このような所得変動を調整するため、申告によりすでに納付済みの市・県民税から、増額となった相当額の
還付が受けられる経過措置が設けられました。

■詳しくは、市税務課市民税係（蕁44・5004）へ

※平成19年所得税が課税されなかったかたでも適用されない場合があります。

●

●
●
●

対 象 者

申告期間
申 告 先
申 告 書

所得変動があり、平成19年所得税がかからなくなったかた（平成19年中に亡くなられたかたや海
外へ転出されて平成20年1月1日現在国内に居住されていないかたには適用されません。）
平成20年7月1日貂～7月31日貅
平成19年1月1日現在住んでいた市区町村
平成19年1月1日坂出市の住民で対象となるかたには、申告書を送付しています。市税務課市民
税係にも備え付けてありますが、市ホームページからもダウンロードできます。
http://www.city.sakaide.lg.jp/kurasi/zei/minzeidownlord.html

所得変動がない場合（平成
18年と所得が同じ場合）

平成18年中の
所得に対して
課税

経過措置のイメージ

市・県民税

所得税
（非課税）所得税

平成18年 平成19年
所得変動がある場合（所得税
がかからなくなった場合）

平成19年

所得税

市・県民税

市・県民税

平成19年中の
所得に対して
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税源移譲時の所得変動に係る
　　 経過措置が設けられました
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　保険料は、被保険者の平成19年中の所得に応じて決まる「所得割額」と1人当たり定額の「均等割額」の合計
となり、被保険者のかたには次のような通知書を送付します。納付方法は、受給している年金の額や種類によ
って、納付書で納める普通徴収と年金からの天引きにより納める特別徴収の2通りに分かれます。

●特別徴収（年金からの天引きによる納付）の対象者
　年金額が年額18万円以上で、介護保険料と合わせた保険料額が特別徴収対象年金額の2分の1以下のかた
●普通徴収（納付書で納付）の対象者
　特別徴収に該当しないかた

■特別徴収と普通徴収について

　平成20年度の住民税課税所得などにより負担区分判定を行い、8月1日貊から新しい負担割合が適用となりま
す。負担割合が変更になるかたには7月中旬に郵送で通知しますので、市保健課で被保険者証の交換をお願いし
ます。変更がないかたは、現在お持ちの被保険者証を引き続きお使いください。
■詳しくは、市保健課（蕁44・5006）へ

■負担割合の変更について

●平成20年度の保険料が仮徴収（4月支給分の年金から天引き）されているかた
　　納付方法　平成19年中の所得を基に決定した年保険料額から、仮徴収分を差し引いた額が10月以降年金か
　　　　　　　ら天引きされます。
　　送付書類　保険料額決定通知書、保険料納入通知書兼特別徴収通知書
　　送付時期　7月上旬

●4月支給分の年金から保険料が天引きされていない被用者保険の被保険者本人、平成20年1月下旬以降に国民
　健康保険に加入した75歳以上のかたなど（被用者保険とは、政府管掌・船員・組合管掌・共済等の保険であ
　り、国民健康保険は含まれません。）
　漓特別徴収
　　納付方法　7月から9月までは、納付書で納めてください。10月以降は年金から天引きされます。
　　送付書類　保険料額決定通知書、保険料納入通知書兼特別徴収通知書、納付書
　　送付時期　7月上旬
　滷普通徴収
　　納付方法　7月から納付書で納めてください。
　　送付書類　保険料額決定通知書、保険料納入通知書、納付書
　　送付時期　7月上旬

●被用者保険の被扶養者であったかた（4月分から9月分までの保険料は無料です）
　漓特別徴収
　　納付方法　10月より年金から天引きされます。
　　送付書類　保険料額決定通知書、保険料納入通知書兼特別徴収通知書
　　送付時期　7月上旬
　滷普通徴収
　　納付方法　10月から納付書で納めてください。
　　送付書類　保険料額決定通知書、保険料納入通知書、納付書
　　送付時期　10月上旬
　※被用者保険の被扶養者であったかたは、平成20年度の保険料額が2,300円となりますが、長寿医療制度加入
　　以前に加入していた保険者から提供される被保険者情報により、軽減前の金額で通知書が送付される場合
　　があります。通知書の保険料額をご確認いただき、保険料額が軽減されていない場合は、市税務課へお問
　　い合わせください。

●平成20年度普通徴収の納期限
　第1期　  7月31日貅　　第2期　  9月  1日豺　　第3期　  9月30日貂　　第4期　10月31日貊
　第5期　12月  1日豺　　第6期　  1月  5日豺　　第7期　  2月  2日豺　　第8期　  3月  2日豺

※長寿医療制度の保険料については、制度の改正等により上記の内容と異なる場合があります。
■詳しくは、市税務課（蕁44・5004）へ

■保険料の納付方法について
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お知らせ

　
「
大
き
な
仕
事
を
す
る
た
め
の
小
さ
な
市
役

所
」
を
目
指
し
て
、
平
成
20
年
度
か
ら
24
年
度

ま
で
の
５
年
間
の
行
財
政
改
革
の
取
組
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
４
月
ま
で
の
10
年
間
で
普
通
会
計

職
員
数
20
％
削
減
を
目
標
と
し
た
第
２
次
定
員

適
正
化
計
画
を
着
実
に
推
進
す
る
な
ど
、
市
民

の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
を
求
め
つ
つ
、
徹
底
し

た
行
政
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
、
効
率
的
な
行
財

政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※

行
財
政
改
革
実
施
計
画
は
、
各
出
張
所
の
ほ

　
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

　
ま
す
。

■
詳
し
く
は
、
市
企
画
課

　
　
　
　
　
　
　
（
蕁
44
・
５
０
０
１
）
へ

行
財
政
改
革
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　
沖
縄
県
、
奄
美
群
島
、
ト
カ
ラ
列
島
お
よ
び

小
笠
原
諸
島
に
は
本
市
特
産
の
サ
ツ
マ
イ
モ
に

大
き
な
被
害
を
与
え
る
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ

等
の
害
虫
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
植
物
防
疫
法
に
よ
り
、
こ
れ
ら

の
害
虫
お
よ
び
そ
の
寄
主
と
な
る
植
物
の
移
動

が
禁
止
ま
た
は
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
沖

縄
県
等
か
ら
サ
ツ
マ
イ
モ
を
持
ち
込
ま
な
い
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
詳
し
く
は
、
神
戸
植
物
防
疫
所
坂
出
支
所

　
　
　
　
　
　
　
（
蕁
46
・
４
１
０
８
）
へ

病
害
虫
の
ま
ん
延
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
地
域
の
人
び
と
と
ふ
れ
あ
い
た
い
子
育
て
奮

闘
中
の
か
た
、
子
育
て
の
知
恵
を
次
世
代
に
伝

え
て
い
き
た
い
か
た
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
各
地
区
の
お

母
さ
ん
た
ち
で
結
成
し
た
子
育
て
サ
ー
ク
ル
で

は
、
育
児
に
つ
い
て
の
相
談
や
、
子
ど
も
同

士
・
親
同
士
の
ふ
れ
あ
い
や
情
報
交
換
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
各
地
区
の
サ
ー
ク
ル
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
坂
出
子
育
て
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
み
ど
り
保
育
園
内
）
（
蕁
44
・
３
９
３
０
）

　
き
ん
か
子
育
て
ふ
れ
あ
い
教
室

　
（
金
花
保
育
園
内
）
（
蕁
46
・
８
７
４
７
）

■
詳
し
く
は
、
市
社
会
福
祉
課
児
童
母
子
福
祉

　
係
（
蕁
44
・
５
０
０
７
　
内
線
１
６
７
）
へ

第
14
回
一
日
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

●
手
話
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　
今
年
度
の
成
人
式
に
お
い
て
手
話
通
訳
を
し

て
く
だ
さ
る
か
た
を
募
集
し
ま
す
。
心
温
ま
る

感
動
の
瞬
間
を
一
緒
に
作
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん

か
。

対
象

　
今
年
度
の
成
人
式
に
参
加
さ
れ
る
成
人
の
か
た

　
市
内
在
住
の
高
校
生
以
下
の
学
生
の
か
た

　
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
30
歳
未
満
の
か
た

募
集
人
数
　
数
人

●
成
人
式
受
付
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　
今
年
度
の
成
人
式
に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
受
付
等
を
し
て
く
だ
さ
る
10
代
の
か
た
を
募

集
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
成
人
式
を
迎
え
る
み
な

さ
ん
、
一
足
先
に
成
人
式
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ

２
０
０
９
年
成
人
式
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

ん
か
。

対
象
　
市
内
在
住
、
通
勤
・
通
学
の
10
代
の
か
た

募
集
人
数
　
数
人

応
募
締
切
　
平
成
20
年
10
月
31
日
貊

■
詳
し
く
は
、
市
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　
（
蕁
44
・
５
０
２
６
）
へ

イモゾウムシ
（大きさ約4mm）

アリモドキゾウムシ

アリモドキゾウムシによる
被害さつまいも

（大きさ約6mm）

時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

7
月
3
日
貅

7
月
8
日
貂

7
月
16
日
貉

9
月
9
日
貂

9
月
25
日
貅

9
月
30
日
貂

10
月
2
日
貅

10
月
8
日
貉

10
月
21
日
貂

10
月
28
日
貂

11
月
6
日
貅

11
月
20
日
貅

11
月
27
日
貅

瀬
居
西
浦
公
民
館

日
　
時

場
　
所

内
　
容

櫃
石
公
民
館

金
山
集
会
所

東
部
老
人
い
こ
い
の
家

内
浜
西
自
治
会
館

加
茂
公
民
館

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

府
中
公
民
館

王
越
保
健
セ
ン
タ
ー

西
庄
公
民
館

松
山
公
民
館

・伝承遊び
　　ボランティア「たんぽぽ」
　　によるお手玉遊び、
　　わらべうた

・育児相談
・親子遊び
・情報交換
・地域のかたとのお話

林
田
公
民
館

川
津
老
人
い
こ
い
の
家

　
坂
出
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

　
（
高
松
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
）

　
　
午
前
７
時
30
分
〜

7
月
27
日
（日）

　
番
の
州
プ
ー
ル
無
料
開
放
（
番
の
州
プ
ー
ル
）

　
　
午
前
10
時
〜

　
前
夜
祭
（
市
民
ホ
ー
ル
）
午
後
６
時
〜

8
月
1
日
（金）

　
瀬
戸
大
橋
パ
レ
ー
ド
（
駅
前
通
り
）

　
　
午
後
４
時
〜

　
総
お
ど
り

　
（
駅
前
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
広
場
・
駅
前
通
り
ほ
か
）

　
　
午
後
７
時
〜
９
時

　
土
曜
デ
ー
（
商
店
街
）

　
　
午
後
５
時
〜
９
時

　
海
上
花
火
大
会
（
坂
出
港
）

　
　
午
後
９
時
30
分
〜
10
時

8
月
2
日
（土）

　
坂
出
市
民
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

　
　
　
　
　
　
　
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
（
瀬
戸
大
橋
記
念
公
園
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場
）

　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　
太
鼓
台
競
演
（
駅
前
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
広
場
周
辺
）

　
　
午
後
６
時
〜
９
時

■
詳
し
く
は
、
市
商
工
観
光
課

　
　
　
　
　
　
（
蕁
44
・
５
０
１
５
）
へ

8
月
3
日
（日）

★2008年
　太鼓台競演カレンダー
　　発売中！（500円）

瀬
戸
大
橋
開
通
20
周
年
記
念
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お知らせ

　
坂
出
市
情
報
公
開
条
例
第
26
条
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
19
年
度
の
行
政
文
書
の
公
開
の
実
施

状
況
を
公
開
し
ま
す
。

■
詳
し
く
は
、
市
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
（
蕁
44
・
５
０
０
２
）
へ

■
詳
し
く
は
、
市
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
（
蕁
44
・
５
０
０
２
）
へ

情
報
公
開
の
状
況

　
坂
出
市
個
人
情
報
保
護
条
例
第
52
条
の
規
定

に
よ
り
、
平
成
19
年
度
の
個
人
情
報
の
開
示
等

の
実
施
状
況
を
公
開
し
ま
す
。

個
人
情
報
の
開
示
等
の
状
況

　
今
夏
に
開
催
さ
れ
る
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

出
場
す
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
チ
ー
ム
（
陸
上
・
カ

ヌ
ー
・
ボ
ー
ト
）
、
デ
ン
マ
ー
ク
チ
ー
ム
（
陸

上
）
の
事
前
合
宿
が
県
内
に
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
坂
出
市
に
お
い
て
は
、
府
中
町
の
カ
ヌ
ー
競

技
場
お
よ
び
特
設
漕
艇
場
に
て
、
選
手
た
ち
が

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
練
習
を
行
い
ま
す
。

選
手
団
は
カ
ヌ
ー
・
ボ
ー
ト
合
わ
せ
て
10
人
の

予
定
で
す
。
合
宿
期
間
中
は
、
練
習
の
様
子
も

見
学
で
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

合
宿
期
間
　
７
月
末
〜
８
月
中
旬
（
予
定
）

■
詳
し
く
は
、
坂
出
市
カ
ヌ
ー
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（
蕁
48
・
１
８
８
５
）
へ

　
福
祉
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
定
率
の
自
己
負

担
額
か
ら
高
額
療
養
費
、
付
加
給
付
額
お
よ
び

他
の
法
律
に
よ
る
給
付
額
を
除
い
た
額
が
助
成

の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
県
の

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
市
の
福
祉
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
、
平

成
20
年
８
月
受
診
分
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
し

ま
す
。

●
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
、
母
子
医
療
費
助

　
成
に
つ
い
て
「
自
己
負
担
な
し
」
を
継
続
し

　
ま
す

　
県
の
制
度
改
正
で
は
、
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
、
母
子
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
自
己
負

担
が
導
入
さ
れ
ま
す
が
、
坂
出
市
で
は
市
の
負

担
に
よ
り
、
左
記
自
己
負
担
額
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
「
自
己
負
担
な
し
」
を
継
続
し
ま

す
。
（
た
だ
し
、
入
院
時
食
事
療
養
費
、
生
活

療
養
費
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
自
己
負
担
が

あ
り
ま
す
）
ま
た
、
市
単
独
の
事
業
で
あ
る
身

体
障
害
者
手
帳
４
級
の
か
た
に
対
す
る
助
成
も

同
様
で
す
。

蘆
医
療
機
関
の
診
療
報
酬
明
細
書
（
レ
セ
プ

　
ト
）
１
件
ご
と
の
自
己
負
担
額
（
市
の
負
担

　
に
よ
り
自
己
負
担
な
し
を
継
続
す
る
も
の
）

　
　
入
院
　
心
身
障
害
者
　
２，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
母
子
家
庭
等
　
１，
０
０
０
円

　
　
外
来
　
心
身
障
害
者
　
１，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
母
子
家
庭
等
　
　
　５
０
０
円

●
乳
幼
児
医
療
費
の
立
て
替
え
払
い
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
市
内
等
医
療
機
関
に
限
り
、
窓
口

で
の
立
て
替
え
払
い
が
不
要
で
し
た
が
、
８
月

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
が

　
　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
す

北
京
五
輪
香
川
合
宿
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

　
チ
ー
ム
が
府
中
湖
に
や
っ
て
く
る
！

日
時
　
７
月
28
日
豺

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜

会
場
　
市
民
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
料

●
ブ
ロ
ッ
ク
集
会
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

●
人
権
講
演
会
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

　
講
師
　
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
　
氏

　
　
　
　
（
タ
レ
ン
ト
、
山
形
弁
研
究
家
）

　
テ
ー
マ
　
国
際
化
社
会
ニ
ッ
ポ
ン
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
す
べ
き
か
！

　
〜
遠
慮
し
な
い
で
心
と
心
を
開
い
て
話
し
、

　
　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
〜

※

当
日
は
要
約
筆
記
が
あ
り
ま
す
。

■
詳
し
く
は
、
市
人
権
課

　
　
　
　
　
　
　
　
（
蕁
44
・
５
０
０
８
）
へ

人
権
を
守
る

坂
出
・
綾
歌
ブ
ロ
ッ
ク
集
会

〜
平
成
20
年
8
月
受
診
分
か
ら
実
施
〜

か
ら
県
内
全
域
の
医
療
機
関
の
窓
口
で
の
立
て

替
え
払
い
が
な
く
な
り
ま
す
。

※

加
入
さ
れ
て
い
る
健
康
保
険
の
種
類
に
よ

　
り
、
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
の
対
象
者
に
つ
い
て

　
８
月
１
日
以
降
、
新
規
に
障
害
認
定
等
を
受

け
ら
れ
る
か
た
で
受
給
対
象
者
と
な
る
の
は
、

該
当
す
る
障
害
認
定
等
を
受
け
た
時
点
の
年
齢

が
65
歳
未
満
で
あ
る
か
た
に
限
り
ま
す
。
（
現

在
受
給
対
象
と
な
っ
て
い
る
か
た
に
年
齢
制
限

の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

●
所
得
制
限
を
心
身
障
害
者
医
療
費
の
助
成
対

　
象
者
に
も
適
用
し
ま
す

　
心
身
障
害
者
医
療
費
の
助
成
対
象
者
の
所
得

制
限
に
つ
い
て
は
、
県
内
市
町
の
大
半
が
す
で

に
適
用
し
て
お
り
、
本
市
の
母
子
医
療
費
助
成

と
の
均
衡
も
考
慮
し
、
平
成
20
年
８
月
か
ら
適

用
し
ま
す
。
母
子
家
庭
等
医
療
費
の
助
成
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
所
得
制
限
を
適
用
し
ま
す
。

※

所
得
制
限
額
は
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支

　
給
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
障
害
児
福
祉
手
当

　
に
準
じ
ま
す
。

●
心
身
障
害
者
・
母
子
家
庭
等
・
乳
幼
児
医
療

　
費
助
成
の
受
給
資
格
者
証
が
変
わ
り
ま
す

　
７
月
下
旬
に
新
し
い
受
給
資
格
者
証
を
送
付

し
ま
す
。
現
在
の
受
給
資
格
者
証
は
、
市
保
健

課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

※

受
給
資
格
者
証
の
誤
り
、
加
入
さ
れ
て
い
る

　
健
康
保
険
（
被
保
険
者
証
）
の
変
更
が
あ
る

　
場
合
は
、
市
保
健
課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ

　
い
。

■
詳
し
く
は
、
市
保
健
課
保
険
医
療
係

　
　
（
蕁
44
・
５
０
０
６
　
内
線
１
９
９
）
へ

公
開
請
求
の
件
数

107
件

公
開
申
出
の
件
数

全
部
公
開
決
定
の
件
数

一
部
公
開
決
定
の
件
数

内　訳

非
公
開
決
定
の
件
数

3
件

25
件

73
件

12
件

個
人
情
報
取
扱
事
務
の
登
録
件
数

470
件

開
示
請
求
の
件
数

5
件

全
部
開
示
決
定
の
件
数

一
部
開
示
決
定
の
件
数

不
開
示
決
定
の
件
数

内　訳訂
正
請
求
の
件
数

利
用
停
止
請
求
の
件
数

5
件

0
件

0
件

0
件

0
件
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お知らせ

募
集
期
間
　
７
月
４
日
貊
〜
11
日
貊

受
付
場
所
　
市
建
設
課

募
集
住
宅

【
公
営
住
宅
】

●
八
十
場
西
団
地

・
昭
和
52
年
度
竣
工
　
簡
二
　
３
Ｋ

　
月
額
家
賃
　
１
２，
９
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
２
４，
７
０
０
円
　
１
戸

●
新
常
盤
団
地

・
平
成
３
年
度
竣
工
　
耐
火
　
３
Ｄ
Ｋ

　
月
額
家
賃
　
２
５，
５
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
４
５，
９
０
０
円
　
１
戸

【
改
良
住
宅
】

●
京
町
団
地

・
昭
和
45
年
度
竣
工
　
中
耐
　
２
Ｋ

　
月
額
家
賃
　
　
９，
０
０
０
円
　
１
戸

・
昭
和
60
年
度
竣
工
　
中
耐
　
２
Ｄ
Ｋ

　
月
額
家
賃
　
３
２，
０
０
０
円
　
２
戸

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

入
居
資
格

蘆
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
先
を
有
し
て
現
に

　
住
宅
に
困
っ
て
い
る
か
た

蘆
入
居
の
際
、
同
居
の
親
族
が
い
る
か
た

蘆
市
税
の
滞
納
の
な
い
か
た

蘆
収
入
で
月
額
所
得
（
諸
控
除
後
）
の
金
額
が

　
次
の
基
準
に
適
合
す
る
か
た

・
公
営
住
宅
で
は
２
０
０，
０
０
０
円
（
裁
量

　
階
層
２
６
８，
０
０
０
円
）
以
下
の
か
た
（
夫

　
婦
子
ど
も
２
人
の
標
準
世
帯
で
、
年
間
総
収

　
入
が
５，
１
０
４，
０
０
０
円
未
満
）

・
改
良
住
宅
で
は
１
３
７，
０
０
０
円
（
裁
量

　
階
層
１
７
８，
０
０
０
円
）
以
下
の
か
た
（
夫

　
婦
子
ど
も
２
人
の
標
準
世
帯
で
、
年
間
総
収

　
入
が
４，
１
５
６，
０
０
０
円
未
満
）

※

暴
力
団
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
に
関
す

　
る
法
律
第
２
条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

　
員
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

■
詳
し
く
は
、市
建
設
課（
蕁
44
・
５
０
１
１
）へ

　
こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く
か
た
が
た

の
た
め
に
、
「
中
小
企
業
退
職
者
共
済
法
」
と

い
う
法
律
に
よ
り
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で

す
。
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め

た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い

う
、
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主
　
建
設
業
を
営
む
か
た

対
象
者
　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
か
た

掛
金
　
日
額
３
１
０
円

特
長

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
で
、
申
込
手

　
続
き
は
簡
単
で
す
。

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と
な
り

　
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
法
人

　
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ

　
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
、
退
職
金
は
企
業
間

　
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

■
詳
し
く
は
、

（独）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
　

　
建
退
共
香
川
県
支
部

　
　
（
蕁
０
８
７
・
８
５
１
・
７
９
１
９
）
へ

　
市
で
は
４
月
か
ら
の
ご
み
処
理
有
料
化
に
伴

い
、
次
の
点
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

再
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
可
燃
ご
み

　
「
坂
出
市
指
定
収
集
袋
」
で
出
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
れ
以
外
の
袋
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

●
不
燃
ご
み

　
「
坂
出
市
指
定
収
集
袋
」
で
出
し
て
く
だ
さ

い
。
以
前
の
よ
う
に
袋
に
入
れ
ず
に
出
さ
れ
た

場
合
は
、
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

●
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　
中
身
が
見
え
る
ポ
リ
袋
等
（
例
　
透
明
・
半

透
明
の
袋
、
レ
ジ
袋
等
）
で
出
し
て
く
だ
さ

い
。
坂
出
市
指
定
収
集
袋
・
坂
出
市
地
区
衛
生

組
織
の
あ
っ
せ
ん
袋
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※

坂
出
市
地
区
衛
生
組
織
の
あ
っ
せ
ん
袋

　
（
白
・
黄
・
緑
色
）
は
、
平
成
20
年
９
月
末
ま

　
で
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
に
使
用
で
き
ま
す
。

■
詳
し
く
は
、
市
清
掃
事
業
課

　
　
　
　
　
　
　
（
蕁
46
・
４
５
０
３
）
へ

可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
の

　
　  

処
理
だ
け
が
有
料
で
す

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
建
退
共
制
度

漓だれでも安心して楽しむことができる
滷四季を通じて行うことができる
澆呼吸機能を高めることができる
潺心肺機能と同時に筋力も高めることができる
潸血行が良くなり、若々しい体を保つことができる
澁バランスのとれた体づくりができる
澀自分の体力に合ったトレーニングができる
潯効率の良い運動ができる
潛陸上では味わえないリラクゼーション効果がある
濳自律神経失調症に最適の運動療法である

角山温水プール
で

　水中ウォーキ
ングを

　　　　　　し
ませんか！

休館日　毎週木曜日
■詳しくは、角山運動公園温水プール
　　　　　　（蕁49・4770）へ

水中運動の効果

　
本
年
３
月
23
日
よ
り
府
中
湖
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
に
て
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｅ

Ｔ
Ｃ
専
用
）
の
社
会
実
験
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
利
用
促
進
の
一
環
と
し
て
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ

車
載
器
設
置
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

Ｅ
Ｔ
Ｃ
設
置
助
成
実
施
中

　  

申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

助
成
内
容
　
１
車
両
最
高
５，
０
０
０
円
ま
で

申
込
方
法
　
市
都
市
計
画
課
ま
た
は
各
出
張
所

　
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
て
社
会
実
験
終
了

　
日
（
９
月
末
予
定
）
ま
で
に
左
記
ま
で

※

申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
詳
し
く
は
、
市
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　
　
　
（
蕁
44
・
５
０
１
７
）
へ

水中運動の例

両手で下→上→横→後ろと、水をかいていく両手で下→上→横→後ろと、水をかいていく
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校
区

自
治
会
名

氏
　
　
　
名

中
央

与
島
校
区
連
合
自
治
会

西
部
校
区
連
合
自
治
会

西
庄
校
区
連
合
自
治
会

林
田
校
区
連
合
自
治
会

西
幸
町

●
特
別
永
年
功
労
（
会
長
歴
30
年
）

校
区

氏
　
　
　
名

西
部〃

自
治
会
名

内
浜
西

富
士
見
四

谷
　
本
　
九
州
男

大
　
林
　
久
　
夫

　
平
成
20
年
度
の
坂
出
市
連
合
自
治
会
総
会
に

お
い
て
、
自
治
会
運
営
に
功
労
の
あ
っ
た
33
人

に
市
長
か
ら
感
謝
状
が
、
ま
た
、
25
人
に
市
連

合
自
治
会
長
か
ら
表
彰
状
が
、
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら

れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

校
区

氏
　
　
　
名

西
部

中
央〃

東
部〃〃

金
山〃

西
庄

林
田〃

加
茂〃

与
島〃

府
中〃

川
津〃

松
山〃

王
越〃

自
治
会
名

西
通
四
区

大
黒
町

鍛
冶
屋
町

谷
町
東

久
米
町
西
連
合

谷
町
西

笠
指

新
開
金
山

醍
醐
南

北
庄
司

東
梶

安
藤

上
氏
部
東

北
浦

西
浦

城
山

濃
峰

六
反
地
一

下
樋

新
地

上
屋
敷
東

木
沢
二
区
南

西
脇

濱
　
田
　
友
　
子

恩
　
地
　
英
　
範

井
　
上
　
照
　
也

髙
　
木
　
正
　
行

亀
　
山
　
定
　
修

瀬
　
川
　
秀
　
治

前
　
田
　
英
　
子

髙
　
木
　
敏
　
明

三
　
好
　
康
　
久

馬
　
場
　
壽
榮
子

山
　
下
　
順
　
一

三
　
野
　
幸
　
雄

竹
　
内
　
繼
　
雄

山
　
本
　
政
　
吉

西
　
岡
　
　
　
博

石
　
﨑
　
秀
　
雄

松
　
本
　
　
　
桂

　
　
岡
　
輝
　
子

國
　
重
　
悦
　
子

髙
　
橋
　
良
　
典

松
　
川
　
　
　
正

谷
　
本
　
和
　
一

乃
　
村
　
政
　
雄

　
市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
平
素
市
政
発
展
に
ご
尽
力
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
公
職
選
挙
法
の
う
え
か
ら
暑
中
お
見
舞
い
状
は
控
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
暑
さ
厳
し
い
折
、
ご
家
族
み
な
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
活

躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

暑
中
お
見
舞
申
し
あ
げ
ま
す

坂
　
出
　
市
　
長

松
浦
　
稔
明

坂
出
市
議
会
議
長

綾
　
　
　
宏

平
成
20
年
度

役

職

名

校
　
区

氏
　
　
名

会
　
　
　
長

副
会
長
・
会
計

副
　
会
　
長

書
　
　
　
記

監
　
　
　
査

監
　
　
　
査

矢
　
野
　
武
　
子

明
　
石
　
正
　
子

松
　
浦
　
佳
　
子

多
田
羅
　
廣
　
子

川
　
本
　
ミ
サ
ヲ

今
　
井
　
時
　
子

平
　
井
　
　
　
都

浅
　
野
　
惠
　
子

佐
　
野
　
伊
勢
子

上
　
原
　
チ
　
ヨ

東
　
山
　
美
枝
子

朝
日
奈
　
好
　
子

木
　
下
　
恵
　
子

柴
　
田
　
節
　
代

（
敬
称
略
）

校
区

自
治
会
名

氏
　
　
　
名

西
部

東
部〃

林
田〃

与
島

府
中

川
津

松
山〃〃

王
越

小
山

中
新
通
町
中

エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
昭
和
町

須
賀

浜
中

岩
黒

南
前
谷

円
造
寺

青
海
町
北
山

神
谷
町
南

大
屋
冨
町
須
加

木
沢
一
区
東

●
５
年
表
彰
（
会
長
歴
５
年
）

役
職
名

氏
　
　
　
名

会
　
長

副
会
長

〃〃
会
計
監
事

〃
理
　
事

〃〃〃〃〃

加
　
茂

中
　
央

川
　
津

東
　
部

王
　
越

松
　
山

西
　
部

金
　
山

西
　
庄

林
　
田

与
　
島

府
　
中

校
区

小
　
濱
　
良
　
一

校
　
区
　
名

氏
　
　
　
名

●
連
合
自
治
会
功
労

山
　
岡
　
　
　
勉

宮
　
西
　
嘉
　
廣

井
　
上
　
孝
　
　

髙
　
木
　
和
　
俊

校
区

自
治
会
名

氏
　
　
　
名

東
部

谷
町
西

●
特
別
永
年
功
労
（
会
長
歴
20
年
）

高
　
木
　
良
　
彦

校
区

自
治
会
名

氏
　
　
　
名

西
部〃

中
央〃

金
山

新
浜
一
区

小
山
中
央

松
ヶ
枝

鉄
砲
町

笠
指
五
区

●
特
別
功
労
（
会
長
歴
15
年
）

宮
　
西
　
嘉
　
廣

尾
　
立
　
竹
次
郎

筒
　
井
　
武
　
司

西
　
川
　
榮
　
一

宮
　
本
　
幸
二
呂

久
　
保
　
　
　
満

黒
　
田
　
泰
　
弘

簀
　
戸
　
富
美
子

西
　
尾
　
憲
　
雄

冨
　
家
　
洋
　
三

中
　
村
　
小
次
郎

尾
　
﨑
　
　
　
健

林
　
　
　
利
　
幸

冨
木
田
　
　
　
慧

池
　
田
　
弘
　
一

香
　
川
　
吉
　
信

青
　
木
　
嘉
　
人

川
　
津

林
　
田

松
　
山

中
　
央

加
　
茂

西
　
部

西
　
庄

与
　
島

瀬
　
居

府
　
中

櫃
　
石

金
　
山

王
　
越

東
　
部

杉
　
﨑
　
正
　
則

小
　
濱
　
良
　
一

田
　
淵
　
康
　
之

中
　
河
　
哲
　
郎

森
　
田
　
　
　
　

冨
木
田
　
　
　
慧

浜
　
田
　
英
　
雄

中
　
村
　
　
　
毅

住
　
田
　
正
　
博

西
　
尾
　
憲
　
雄

平
　
井
　
正
　
雄

尾
　
﨑
　
　
　
健

校
区

自
治
会
名

氏
　
　
　
名

西
部

中
央〃

東
部〃〃〃〃

与
島〃

西
通
三
区

幸
町

港
町
北

久
米
町
北

久
米
町
第
四

谷
町
中
央

東
新
通
町

中
新
通
町
東

穴
部

北
浦

藤
　
川
　
正
　
博

渡
　
田
　
康
　
男

綾
　
　
　
　
　
宏

和
　
田
　
弘
　
行

嶋
　
﨑
　
陽
　
夫

戸
　
川
　
　
　
昭

吉
　
野
　
　
　
優

窪
　
田
　
一
　
雄

鎌
　
田
　
　
　
學

濵
　
田
　
安
　
雄

●
永
年
功
労
（
会
長
歴
10
年
）
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西
部

中
央

東
部

金
山

平成20年度 自治会役員一覧

一
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
す

西
庄

林
田

◇
御
供
所
北

正
　
蛭
子
　
光
久

副
　
浜
本
　
良
市

〃
　
川
崎
　
泰
弘

〃
　
雷
　
　
正
男

〃
　
網
野
　
末
博

〃
　
蛭
子
　
道
雄

◇
御
供
所
中
央

正
　
　
田
　
忠
之

副
　
瀬
戸
　
正
良

〃
　
渡
辺
　
　
武

〃
　
三
好
　
隆
夫

◇
御
供
所
東

正
　
竹
林
　
昭
三

副
　
前
川
　
昭
雄

〃
　
泉
　
　
忠
男

◇
緑
町

正
　
吉
田
　
耕
一

副
　
山
口
　
　
聖

〃
　
佐
藤
　
治
美

◇
常
盤
町

正
　
前
谷
　
義
朗

副
　
樋
口
　
大
和

〃
　
三
井
　
義
春

◇
西
大
浜
西
部

正
　
河
邊
　
　
功

副
　
田
邉
　
晶
彰

〃
　
森
高
　
浩
嗣

◇
田
尾

正
　
唐
渡
　
恒
幸

副
　
木
部
　
三
郎

〃
　
近
藤
　
好
恵

◇
八
幡
団
地

正
　
太
田
　
次
郎

副
　
河
辺
　
秀
高

◇
内
浜
西

正
　
前
田
　
綾
子

副
　
米
谷
　
元
一

〃
　
米
澤
　
　
勇

〃
　
横
川
日
佐
夫

◇
内
浜
中

正
　
豊
嶋
　
　
稠

副
　
楠
　
　
正
和

〃
　
木
村
　
隆
則

〃
　
井
手
下
英
明

◇
内
浜
東

正
　
渡
辺
　
恭
幸

副
　
楠
　
五
三
男

〃
　
米
澤
美
枝
子

〃
　
白
川
　
武
司

◇
此
花
西

正
　
和
唐
　
俊
範

副
　
岩
本
　
政
彦

〃
　
津
島
　
　
浩

◇
此
花
東

正
　
藤
原
　
忠
臣

副
　
中
橋
　
治
彦

〃
　
林
　
　
博
子

◇
西
通
中

正
　
濵
本
　
國
夫

副
　
宮
本
　
信
幸

〃
　
大
井
　
　
透

◇
西
通
三
区

正
　
藤
川
　
正
博

副
　
松
永
　
貞
一

◇
西
通
四
区

正
　
北
原
　
　
登

副
　
濱
田
　
忠
昭

◇
西
松
町

正
　
宮
田
　
武
則

副
　
津
山
　
　
昭

〃
　
豊
嶋
伊
佐
雄

〃
　
定
浪
　
武
夫

◇
ハ
イ
ツ
白
金

正
　
阿
河
　
治
則

副
　
阿
河
　
光
子

◇
新
富
町

正
　
阿
部
　
信
夫

副
　
堀
岡
　
辰
雄

〃
　
咲
川
　
清
治

◇
新
浜
一
区

正
　
坪
田
　
政
則

副
　
山
下
　
末
弘

〃
　
田
辺
　
留
男

◇
新
浜
二
区

正
　
花
田
　
　
守

副
　
三
宅
　
将
雄

〃
　
中
山
　
博
文

◇
新
浜
三
区

正
　
古
川
　
　
渉

副
　
山
田
　
時
男

〃
　
多
田
羅
善
弘

〃
　
木
田
　
泰
行

◇
新
浜
四
区

正
　
浜
田
　
英
雄

副
　
米
田
　
俊
二

〃
　
米
田
　
　
豊

◇
青
葉
町

正
　
澤
田
　
　
樹

副
　
横
川
　
　
実

〃
　
阪
本
　
明
徳

◇
松
風
町

正
　
下
川
　
弘
武

副
　
多
田
羅
城
弘

◇
学
園
通
り

正
　
古
川
　
順
子

副
　
赤
沢
都
記
子

〃
　
山
田
千
津
子

◇
松
風
南

正
　
久
保
田
保
栄

副
　
山
本
　
芳
宏

◇
富
士
見
四

正
　
白
川
　
盛
幸

副
　
好
原
　
基
春

〃
　
大
林
　
久
夫

〃
　
吉
原
京
三
郎

◇
古
戦
場

正
　
吉
原
　
正
平

副
　
坂
本
　
英
子

〃
　
津
島
　
武
志

◇
西
山

正
　
山
本
　
一
俊

副
　
山
下
　
勝
久

〃
　
吉
本
美
恵
子

〃
　
尾
田
　
明
則

◇
池
園
町

正
　
横
田
　
　
漠

副
　
寿
福
芳
太
郎

〃
　
水
尾
　
君
代

◇
池
園
南

正
　
吉
本
　
　
清

副
　
三
島
　
恵
吉

◇
小
山

正
　
後
藤
志
津
子

副
　
河
内
三
千
尋

◇
小
山
町

正
　
浦
田
　
俊
一

副
　
見
附
　
　
強

◇
小
山
中
央

正
　
尾
立
竹
次
郎

副
　
尾
立
　
昭
子

◇
富
士
見
南

正
　
茨
　
　
良
徳

副
　
川
田
喜
一
郎

〃
　
前
場
　
憲
夫

〃
　
　
田
　
　
悧

◇
富
士
見
中

正
　
津
郷
　
和
夫

副
　
香
川
　
　
稔

〃
　
安
井
　
正
夫

◇
富
士
見
北

正
　
尾
崎
　
真
一

副
　
福
浜
　
一
郎

◇
梅
園
町

正
　
並
木
　
文
夫

副
　
筒
井
　
　
弘

〃
　
松
井
　
　
実

◇
本
町

正
　
國
時
　
忠
能

副
　
高
須
　
美
光

〃
　
多
田
羅
正
利

◇
本
町
南

正
　
山
下
　
光
男

副
　
小
笠
原
幹
夫

〃
　
山
ノ
井
香
代
子

◇
本
町
北

正
　
行
成
　
保
信

副
　
多
田
羅
光
子

〃
　
中
村
　
寿
夫

◇
寿
町
中
央

正
　
角
森
　
冨
彦

副
　
浜
田
　
信
夫

〃
　
阿
河
　
直
人

◇
鍛
冶
屋
町

正
　
多
田
羅
鷲
二

副
　
井
上
　
照
也

◇
西
幸
町

正
　
小
濱
　
良
一

副
　
大
林
　
隆
雄

◇
幸
町

正
　
渡
田
　
康
男

副
　
広
瀬
　
康
司

〃
　
坂
田
　
健
三

◇
文
明
町

正
　
小
塚
　
皓
之

副
　
金
崎
　
修
一

〃
　
圖
子
　
鈴
子

◇
明
神
町

正
　
中
川
　
正
孝

副
　
大
黒
　
　
猛

◇
宮
下
通

正
　
鎌
田
　
義
一

副
　
渡
辺
　
俊
員

〃
　
藤
原
　
　
勤

〃
　
多
田
羅
　
昇

〃
　
阿
河
　
　
豊

◇
築
港
町

正
　
岡
﨑
　
政
人

副
　
中
筋
　
　
亨

〃
　
谷
口
　
義
正

◇
海
岸
町

正
　
中
西
　
守
夫

副
　
髙
木
　
正
文

〃
　
山
下
　
速
雄

◇
中
央
町
東

正
　
坂
田
　
正
春

副
　
丸
岡
　
良
彦

◇
中
央
町
北
通
り

正
　
井
元
　
信
悟

副
　
谷
上
　
　
正

〃
　
香
西
　
　
浩

◇
港
町
北

正
　
綾
　
　
　
宏

◇
港
町
南

正
　
長
田
　
恭
至

副
　
薄
井
　
正
平

◇
芝
居
町

正
　
堺
井
　
道
夫

副
　
奥
村
　
庸
明

〃
　
渡
邊
　
菊
子

◇
大
黒
町

正
　
髙
原
　
茂
樹

副
　
髙
木
　
敏
弘

◇
鉄
砲
町

正
　
橋
崎
　
義
夫

副
　
川
西
　
賢
作

〃
　
須
崎
　
利
秀

◇
自
由
町

正
　
山
本
　
紀
七

副
　
中
野
　
敏
夫

◇
松
ノ
中

正
　
池
田
　
睦
雄

副
　
広
瀬
　
　
喜

〃
　
黒
川
　
勝
　

◇
松
ケ
枝

正
　
筒
井
　
武
司

副
　
脇
　
　
　
保

◇
東
通
町
東

正
　
矢
野
　
正
明

副
　
福
田
　
吉
孝

◇
本
通

正
　
土
井
　
建
児

副
　
田
中
久
美
子

〃
　
塩
本
　
裕
子

◇
田
町

正
　
西
谷
　
健
二

副
　
阿
河
　
昭
光

〃
　
末
吉
　
　
修

〃
　
山
本
　
正
雄

〃
　
髙
木
　
一
途

◇
駒
止
町

正
　
樋
口
　
　
生

副
　
中
腰
　
昭
道

〃
　
塚
田
　
武
尚

◇
駒
止
町
二

正
　
綾
　
　
邦
夫

副
　
豊
嶋
　
良
清

〃
　
三
木
　
信
行

◇
西
大
浜
南

正
　
松
本
　
茂
美

副
　
山
本
　
　
保

〃
　
中
村
　
耕
司

〃
　
北
浜
　
秀
和

〃
　
橋
本
　
　
昇

◇
公
務
員
坂
出
住
宅

正
　
米
田
　
英
次

副
　
伊
東
　
広
光

◇
本
町
マ
ン
シ
ョ
ン

正
　
岡
田
　
　
穂

副
　
俣
野
　
景
伸

◇
坂
出
第
二
住
宅

正
　
岡
田
多
佳
子

副
　
柳
澤
　
　
宗

◇
西
大
浜
南
香
川
タ
ウ
ン

正
　
三
野
　
芳
隆

副
　
横
山
　
浩
幸

◇
駅
前

正
　
堀
瀬
　
一
男

副
　
宮
武
　
孝
一

〃
　
山
下
　
良
治

◇
新
京
町

正
　
寺
井
　
貞
徳

副
　
寺
島
　
　
靖

◇
新
町

正
　
多
田
羅
良
弘

副
　
元
木
喜
千
子

◇
新
開
町

正
　
須
崎
　
繁
行

副
　
荒
木
　
良
平

〃
　
塩
﨑
　
幸
三

〃
　
多
田
羅
保
男

〃
　
塩
﨑
　
　
宏

◇
天
神
町

正
　
大
西
　
　
弘

副
　
西
山
　
善
正

◇
久
米
町
マ
ン
シ
ョ
ン

正
　
髙
村
　
淑
子

副
　
坂
元
　
富
男

〃
　
樋
口
　
照
子

◇
久
米
町
西

正
　
溝
渕
　
　
厚

副
　
高
尾
　
義
行

〃
　
森
　
　
　
宏

〃
　
佐
藤
　
　
徹

◇
久
米
町
北

正
　
和
田
　
弘
行

副
　
樋
口
　
正
敏

〃
　
髙
木
　
嘉
尚

◇
室
町
北

正
　
南
　
　
博
文

副
　
尾
崎
　
美
幸

◇
京
町
北

正
　
藤
原
　
隆
男

副
　
山
神
　
隆
次

〃
　
清
原
喜
美
子

◇
京
町
マ
ン
シ
ョ
ン

正
　
今
田
ま
り
子

副
　
梶
　
　
幸
栄

〃
　
辻
　
　
悦
子

◇
久
米
町
第
一

正
　
大
西
　
　
弘

副
　
宮
武
　
辰
彦

◇
久
米
町
第
二

正
　
山
中
　
光
顕

副
　
髙
都
　
孝
一

〃
　
丸
岡
　
勝
義

◇
久
米
町
第
三

正
　
竹
田
　
　
愈

副
　
高
藤
　
勝
義

〃
　
門
　
　
　
修

◇
久
米
町
第
四

正
　
髙
都
　
和
男

副
　
　
田
　
　
勲

〃
　
佐
々
木
方
彦

◇
昭
和
団
地

正
　
仁
科
　
芳
嗣

副
　
山
条
　
公
寿

〃
　
片
山
　
　
淳

◇
グ
ラ
ン
ド
ー
ル
昭
和

正
　
中
村
　
俊
行

副
　
猪
木
原
　
�

〃
　
出
石
　
伸
郎

〃
　
大
西
　
正
人

◇
旭
町
南

正
　
小
泉
　
　
聰

副
　
奈
良
　
健
一

〃
　
森
安
　
啓
治

◇
旭
町
北

正
　
山
田
　
正
夫

副
　
三
木
富
士
夫

〃
　
今
井
　
里
美

〃
　
福
家
　
資
仁

〃
　
井
上
　
広
孝

〃
　
細
川
　
信
博

◇
旭
町
東

正
　
山
地
　
　
友

副
　
須
崎
　
康
弘

◇
横
津
南

正
　
石
井
二
三
男

副
　
鈴
木
　
準
一

〃
　
阿
河
　
義
仁

〃
　
黒
原
　
忠
雄

◇
横
津
北

正
　
成
行
　
　
豊

副
　
瀬
戸
　
則
夫

〃
　
瀬
戸
　
隆
照

◇
東
新
通
町

正
　
吉
野
　
　
優

副
　
大
前
　
寛
乗

〃
　
塩
崎
　
眞
次

◇
南
新
通
町

正
　
難
波
　
寛
之

副
　
山
下
　
春
隆

〃
　
山
下
広
一
郎

◇
北
新
通
町

正
　
　
﨑
　
文
郎

副
　
石
田
　
達
広

◇
中
新
通
町
東

正
　
窪
田
　
一
雄

副
　
新
川
　
義
一

◇
中
新
通
町
中

正
　
黒
田
　
泰
弘

副
　
長
田
　
春
雄

〃
　
神
成
　
　
章

◇
西
新
通
町

正
　
岡
崎
　
和
信

副
　
北
川
　
　
洋

〃
　
鎌
田
　
敏
夫

◇
笠
山
通
り

正
　
森
川
　
美
樹

副
　
田
中
　
繁
行

〃
　
大
木
　
崇
弘

◇
谷
町
南

正
　
福
島
　
達
郎

◇
谷
町
東

正
　
中
河
　
哲
郎

副
　
山
地
富
士
夫

〃
　
山
地
　
光
男

〃
　
髙
木
　
正
行

〃
　
大
山
　
末
典

〃
　
多
田
羅
　
孝

◇
谷
町
西

正
　
髙
木
　
良
彦

副
　
藤
本
　
茂
樹

〃
　
瀬
川
　
秀
治

〃
　
吉
田
　
　
　

〃
　
山
地
　
輝
明

◇
谷
町
中
央

正
　
戸
川
　
　
昭

副
　
宮
﨑
　
耕
介

〃
　
江
國
　
義
男

〃
　
松
岡
　
　
昇

〃
　
須
崎
　
義
則

◇
新
谷
町

正
　
別
府
　
健
二

副
　
塩
田
　
直
喜

〃
　
田
邊
　
正
則

〃
　
浜
田
　
智
也

〃
　
堺
　
　
三
枝

〃
　
石
井
　
茂
樹

◇
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
昭
和
町

正
　
簀
戸
富
美
子

副
　
江
村
　
康
夫

〃
　
川
口
　
昭
枝

◇
大
池
町

正
　
鎌
田
　
義
行

副
　
松
村
　
敏
彦

〃
　
宮
崎
　
隆
博

◇
大
池
東

正
　
田
邊
　
　
勇

副
　
林
　
　
宏
行

◇
笠
指

正
　
永
田
　
政
幸

副
　
北
　
　
愼
一

〃
　
松
本
　
忠
義

◇
笠
指
五
区

正
　
宮
本
幸
二
呂

副
　
浦
田
　
琢
三

◇
福
江
一
中
央

正
　
則
包
　
博
志

副
　
大
林
　
茂
治

〃
　
中
山
　
　
卓

◇
福
江
二
北

正
　
天
野
　
春
夫

副
　
笠
西
　
常
二

◇
福
江
二
西

正
　
井
上
富
美
夫

副
　
森
實
　
知
久

〃
　
田
中
　
重
幸

◇
福
江
南

正
　
堂
下
　
　
猛

副
　
香
川
　
　
勝

◇
福
江
東

正
　
井
上
　
勝
之

副
　
山
下
　
　
豊

〃
　
山
田
　
専
一

◇
福
江
中

正
　
中
村
　
　
毅

副
　
山
本
　
　
功

〃
　
岩
﨑
　
郁
夫

◇
福
江
西

正
　
中
村
　
信
雄

副
　
石
井
　
紘
子

◇
新
開
金
山

正
　
若
谷
　
　
猛

副
　
山
本
　
　
正

〃
　
髙
木
　
敏
明

◇
南
條

正
　
三
木
　
　
昭

副
　
南
條
　
政
士

◇
江
尻
西
条

正
　
北
山
　
　
勲

副
　
木
下
　
精
士

◇
江
尻
東
条

正
　
山
下
　
春
男

副
　
山
中
　
啓
治

◇
江
尻
町
中

正
　
山
下
　
恭
生

◇
江
尻
新
田

正
　
鎌
田
　
　
暹

副
　
三
木
　
　
亭

◇
一
文
字

正
　
網
野
　
信
市

副
　
網
野
　
光
夫

◇
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
江
尻

正
　
瀬
尾
　
康
昭

副
　
牧
　
　
省
三

◇
金
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

正
　
今
田
　
正
隆

副
　
霍
川
　
　
治

◇
新
江
尻

正
　
水
沢
　
英
二

副
　
鳥
飼
　
年
幸

◇
江
尻
北

正
　
大
北
　
倍
弘

副
　
長
瀬
　
　
稔

〃
　
岡
尾
　
敏
彦

〃
　
村
井
　
正
博

〃
　
塩
﨑
　
敏
之

〃
　
髙
橋
　
新
吾

◇
原
　

正
　
中
村
　
　
昇

副
　
中
村
　
文
俊

◇
庄
　

正
　
住
田
　
正
博

副
　
宮
西
　
輝
夫

〃
　
出
田
　
堯
司

◇
城
山

正
　
丸
井
ミ
ス
ミ

◇
大
町

正
　
大
塚
　
博
夫

◇
醍
醐
南

正
　
末
澤
　
住
孝

副
　
山
田
　
眞
嘉

〃
　
山
下
　
修
生

〃
　
荒
井
　
文
生

◇
醍
醐
北

正
　
大
喜
多
勝
江

副
　
橋
本
　
　
曠

◇
八
十
場

正
　
未
定
　
　
　

副
　
未
定
　
　
　

◇
八
十
場
南

正
　
大
西
　
守
次

副
　
出
口
　
昭
平

〃
　
平
井
　
恒
雄

〃
　
矢
野
　
富
男

◇
八
十
場
西

正
　
上
村
　
安
夫

副
　
新
谷
　
京
子

◇
八
十
場
中

正
　
須
崎
　
新
一

副
　
山
下
　
良
二

◇
八
十
場
東

正
　
藤
本
　
秋
伸

◇
別
宮

正
　
木
下
　
　
栄

副
　
西
井
　
　
稔

◇
港
一
区

正
　
堂
山
　
正
信

副
　
浜
崎
　
　
健

〃
　
小
田
　
鶴
司

〃
　
田
中
　
秀
治

〃
　
谷
　
　
尚
司

◇
港
二
区

正
　
小
野
　
敏
雄

副
　
鳥
井
　
一
彦

〃
　
溝
口
　
和
義

〃
　
濵
﨑
　
　
均

〃
　
大
野
　
　
榮

◇
港
三
区

正
　
野
角
　
鎭
雄

副
　
住
田
　
清
秀

〃
　
宮
﨑
　
壽
和

〃
　
大
野
　
泰
和

〃
　
矢
田
　
信
義

〃
　
乾
　
　
憲
子

〃
　
本
郷
　
佳
子

◇
港
四
区

正
　
大
野
　
忠
由

副
　
多
田
羅
雄
幸

〃
　
松
永
　
　
稔

〃
　
山
下
　
雅
之

◇
上
林
田

正
　
塩
入
　
健
一

副
　
野
田
　
邦
郎

〃
　
高
尾
亀
太
郎

〃
　
楠
　
　
正
弘

◇
新
開

正
　
福
江
　
輝
夫

副
　
猪
熊
　
光
博

〃
　
富
永
　
隆
文

◇
須
賀

正
　
西
尾
　
憲
雄

副
　
山
西
　
正
嘉

〃
　
細
谷
　
高
一

◇
西
梶
川
原

正
　
高
橋
　
義
久

副
　
川
井
　
敏
彦
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加
茂

与
島

府
中

川
津

松
山

平成20年度 自治会役員一覧

一
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
す

王
越

◇
西
梶
川
向

正
　
川
井
　
　
侃

副
　
小
原
　
忠
美

◇
西
梶
中

正
　
大
捕
　
文
男

副
　
大
捕
　
英
徳

◇
総
社

正
　
玉
井
　
　
二

副
　
渡
邊
　
清
孝

〃
　
松
原
　
秀
　

〃
　
石
岡
　
英
夫

◇
大
洲

正
　
松
原
　
茂
樹

副
　
原
　
　
孝
一

〃
　
新
居
　
康
弘

〃
　
高
田
　
靖
洋

◇
中
川
原

正
　
川
田
　
文
敏

副
　
山
野
　
文
男

◇
東
梶

正
　
松
井
　
照
勝

副
　
河
井
　
清
堯

〃
　
冨
岡
　
利
昭

〃
　
野
角
　
明
久

〃
　
信
種
　
茂
樹

◇
浜
西

正
　
鳥
井
　
勝
彦

副
　
猪
熊
　
重
敏

〃
　
松
下
　
一
明

◇
浜
中

正
　
冨
家
　
洋
三

副
　
浅
野
　
敬
雄

〃
　
横
井
　
弘
志

〃
　
丸
形
　
雄
三

◇
片
山

正
　
松
下
　
　
学

副
　
真
鍋
　
　
清

〃
　
中
井
　
孝
行

◇
北
庄
司

正
　
山
本
　
武
志

副
　
武
下
　
儀
信

〃
　
福
家
　
英
雄

◇
北
須
賀

正
　
猪
熊
　
義
則

副
　
猪
熊
　
繁
利

〃
　
猪
熊
　
延
子

◇
立
石

正
　
樋
本
　
吉
代

副
　
松
浦
　
秀
紀

〃
　
樋
本
　
竹
市

〃
　
中
川
　
　
進

◇
林
田
団
地

正
　
山
田
　
藤
春

副
　
片
岡
加
代
子

◇
仏
願

正
　
山
本
　
正
秋

副
　
山
下
　
敏
昭

◇
西
杉
尾

正
　
大
森
　
康
彦

副
　
来
田
　
富
子

◇
東
杉
尾

正
　
入
谷
　
高
行

副
　
和
木
　
啓
年

◇
山
の
神
上

正
　
武
下
　
　
洋

副
　
岡
田
　
新
吾

◇
山
の
神
下

正
　
酒
井
　
　
猛

副
　
竹
安
　
輝
美

◇
樋
ノ
本
東

正
　
三
木
　
英
二

◇
樋
ノ
本
西

正
　
川
井
　
直
樹

◇
鴨
庄
南

正
　
河
本
　
孝
雄

副
　
高
橋
　
　
実

◇
鴨
庄
西

正
　
麦
居
　
義
彦

副
　
安
藤
　
恒
夫

◇
鴨
庄
中

正
　
安
藤
　
光
男

副
　
若
谷
　
　
宏

◇
鴨
庄
北

正
　
松
成
　
国
宏

副
　
平
田
　
勝
昭

◇
北
山
南

正
　
田
井
　
　
堅

副
　
池
内
　
　
寛

◇
北
山
北

正
　
吉
川
　
佳
孝

副
　
三
谷
　
和
弘

◇
下
所
東

正
　
宮
脇
　
利
春

副
　
鎭
西
　
愛
子

◇
下
所
西

正
　
　
田
　
敏
春

副
　
　
田
　
定
雄

◇
宮
東

正
　
杉
﨑
　
正
則

副
　
前
原
　
信
英

◇
宮
西

正
　
田
村
　
耕
一

副
　
宮
西
　
美
伸

◇
安
藤

正
　
山
中
　
　
進

副
　
藤
原
　
裕
三

◇
安
藤
南

正
　
川
滝
　
正
人

副
　
浜
田
　
公
明

◇
田
井

正
　
佃
　
　
幸
一

副
　
篠
原
　
　
巽

◇
田
井
北

正
　
道
本
　
　
博

副
　
井
上
　
博
樹

◇
田
井
西

正
　
三
木
　
克
彦

副
　
竹
林
佳
久
三

◇
上
氏
部
東

正
　
福
家
　
茂
幸

副
　
井
上
　
達
雄

◇
上
氏
部
西

正
　
鎌
田
　
正
義

副
　
山
内
　
　
健

◇
大
美
場

正
　
井
上
　
　
清

副
　
髙
市
　
佳
和

◇
大
美
場
二
区

正
　
中
野
満
智
子

副
　
中
川
　
奏
平

◇
下
氏
部
東

正
　
渡
辺
　
賢
治

副
　
梶
野
　
高
義

◇
下
氏
部
中

正
　
北
村
　
昌
士

副
　
井
上
　
勝
之

◇
下
氏
部
西

正
　
八
田
　
満
夫

副
　
土
居
美
代
子

◇
松
ノ
縁

正
　
筒
井
　
勝
雄

副
　
樋
口
　
裕
亮

◇
牛
の
子

正
　
久
角
　
龍
雄

副
　
小
田
原
　
勝

◇
鎌
田

正
　
大
捕
　
　
健

副
　
持
田
　
孝
之

◇
浦
城

正
　
住
谷
　
一
弘

副
　
鎌
田
　
芳
男

〃
　
藤
本
　
宝
造

◇
塩
浜

正
　
小
林
　
光
義

副
　
永
井
　
淳
次

◇
穴
部

正
　
鎌
田
　
　
学

副
　
坂
口
　
末
子

◇
小
与
島

正
　
平
井
　
正
雄

副
　
藤
田
　
文
昭

◇
岩
黒

正
　
中
村
小
次
郎

副
　
岩
本
　
　
太

◇
櫃
石

正
　
池
田
　
　
勉

副
　
櫃
本
　
一
雄

〃
　
池
田
　
弘
明

◇
西
浦

正
　
濱
田
　
　
昇

副
　
黒
田
　
真
一

◇
西
浦
南
一

正
　
大
福
　
夘
市

副
　
東
條
　
一
一

〃
　
山
口
　
石
雄

◇
西
浦
南
部

正
　
島
本
　
武
雄

副
　
大
福
　
道
夫

〃
　
千
田
　
　
定

◇
竹
浦

正
　
大
前
　
英
夫

副
　
須
鼻
　
博
文

〃
　
大
森
　
岳
司

◇
北
浦

正
　
中
島
　
末
弘

副
　
橋
本
　
昌
樹

◇
本
浦

正
　
西
本
　
満
利

副
　
浜
田
　
幸
男

〃
　
山
﨑
　
康
弘

◇
沙
弥

正
　
高
尾
　
義
明

副
　
山
本
冨
貴
男

〃
　
溝
渕
　
忠
義

◇
北
前
谷

正
　
植
松
　
克
一

副
　
西
川
　
　
哲

〃
　
上
原
　
富
雄

◇
南
前
谷

正
　
尾
﨑
　
　
健

副
　
赤
澤
　
正
宏

〃
　
羽
床
　
　
傳

◇
赤
尾

正
　
山
本
　
　
清

副
　
谷
口
　
　
猛

◇
さ
つ
き
ケ
丘

正
　
三
谷
　
賢
一

副
　
橋
本
　
健
一

〃
　
和
木
す
づ
子

◇
新
宮

正
　
坂
下
　
正
市

副
　
吉
田
　
義
　

〃
　
大
野
　
　
勝

◇
綾
坂
上

正
　
大
野
　
忠
徳

副
　
鷹
尾
　
一
市

◇
綾
坂
下

正
　
大
江
ハ
ル
子

副
　
大
谷
　
佳
弘

◇
濃
峰

正
　
原
内
　
　
豊

副
　
原
内
　
正
憲

◇
石
井

正
　
石
井
　
　
仂

副
　
大
林
　
紀
彦

◇
小
原

正
　
山
本
　
定
富

副
　
細
谷
　
秀
樹

◇
榿
　

正
　
松
本
　
進
一

副
　
松
本
　
康
生

◇
横
山

正
　
池
内
　
昇
治

副
　
水
澤
日
登
美

◇
額
　

正
　
白
川
　
芳
男

副
　
高
崎
　
道
弘

〃
　
池
端
三
千
代

〃
　
奥
野
　
正
樹

◇
本
坊

正
　
谷
本
　
英
生

副
　
松
浦
　
重
男

◇
迯
田

正
　
荒
井
　
安
孝

副
　
宮
﨑
　
博
文

◇
城
山

正
　
川
西
　
　
勉

副
　
中
井
　
裕
樹

◇
本
村

正
　
岡
野
　
謙
吾

副
　
岡
野
　
　
薫

◇
本
村
宿
舎

正
　
山
下
　
賢
二

副
　
浜
田
　
英
治

〃
　
稲
毛
　
隆
子

◇
本
村
北
谷

正
　
福
崎
　
久
男

副
　
林
　
　
則
茂

◇
南
谷

正
　
石
川
　
一
郎

副
　
松
本
　
正
一

◇
弘
法
寺
南

正
　
荒
井
　
亭
幸

副
　
河
合
　
文
一

◇
弘
法
寺
北

正
　
　
子
　
　
恵

副
　
後
藤
　
富
雄

◇
弘
法
寺
中

正
　
水
本
　
　
勝

副
　
中
川
　
敬
一

◇
弘
法
寺
西

正
　
高
木
　
槙
夫

副
　
明
石
美
智
雄

◇
城
山
団
地

正
　
川
上
　
昌
三

副
　
中
西
　
寿
好

◇
府
中
団
地

正
　
松
家
　
英
雄

副
　
蒲
生
　
敏
広

◇
西
福
寺
東

正
　
荒
井
　
時
男

副
　
田
中
　
　
智

〃
　
竹
本
美
代
子

◇
西
福
寺
西

正
　
井
上
　
忠
明

副
　
中
永
　
　
潔

〃
　
三
土
　
敬
吾

〃
　
藤
井
　
嘉
彦

◇
県
営
坂
出
府
中
団
地

正
　
川
田
　
和
彦

副
　
竹
内
美
由
紀

◇
桜
ケ
丘

正
　
尾
﨑
　
正
明

副
　
真
室
　
実
生

◇
青
山
台
団
地

正
　
管
　
　
信
之

副
　
谷
口
　
　
智

◇
井
手
ノ
上
西
一

正
　
前
田
　
将
美

副
　
中
井
　
芳
文

◇
井
手
ノ
上
西
二

正
　
橋
﨑
　
修
一

副
　
伊
藤
　
哲
史

◇
井
手
ノ
上
中

正
　
末
永
　
敏
雄

副
　
中
井
　
　
茂

◇
井
手
ノ
上
東

正
　
宮
下
　
靖
夫

副
　
香
川
　
佳
伸

◇
鋳
物
師
屋

正
　
喜
田
　
泰
弘

◇
折
居
一

正
　
四
角
キ
ミ
子

副
　
四
角
　
康
彦

◇
折
居
二

正
　
植
田
　
昌
宏

副
　
福
崎
　
浩
基

◇
折
居
三

正
　
山
下
　
秀
雄

副
　
三
島
　
正
幹

◇
峠
　

正
　
村
井
　
茂
樹

◇
北
峰

正
　
澤
井
　
　
稔

副
　
澤
井
　
　
正

◇
東
山
西

正
　
田
淵
　
康
之

◇
東
山
東

正
　
山
下
　
　
守

◇
東
春
日

正
　
松
尾
　
倬
三

副
　
吉
本
　
勝
信

◇
円
造
寺

正
　
林
　
　
利
幸

副
　
川
口
　
伸
一

◇
山
田
一

正
　
谷
本
　
敏
文

◇
山
田
二

正
　
吉
原
　
貞
子

◇
春
日

正
　
國
重
　
正
純

副
　
杉
村
　
秀
俊

◇
春
日
市
営

正
　
真
鍋
　
政
範

◇
六
反
地
一

正
　
樋
本
　
文
枝

副
　
今
池
　
秀
徳

◇
六
反
地
二

正
　
佐
藤
幸
次
郎

副
　
好
井
　
　
勇

◇
六
反
地
三

正
　
中
村
　
一
男

副
　
好
井
　
　
博

◇
昭
和
通
り

正
　
小
林
　
　
実

副
　
谷
本
　
　
博

◇
中
原
西

正
　
井
上
美
智
子

◇
中
原
東

正
　
森
川
　
博
司

◇
蓮
尺
中

正
　
佐
々
木
清
隆

副
　
田
中
　
良
忠

◇
蓮
尺
南

正
　
浦
田
　
康
志

副
　
見
勢
　
佳
隆

◇
蓮
尺
北

正
　
山
下
　
　
弘

副
　
中
川
　
卓
也

◇
下
川
津
山
田

正
　
山
地
　
康
子

副
　
大
林
　
直
記

◇
中
塚

正
　
池
内
　
　
博

副
　
福
崎
　
武
翁

◇
中
塚
第
二

正
　
米
原
　
章
一

副
　
平
野
　
孝
彦

◇
弘
光
一

正
　
小
林
　
省
二

◇
弘
光
二

正
　
小
林
　
　
学

◇
元
結
木

正
　
蔵
本
　
春
子

副
　
三
谷
　
　
孝

◇
西
原

正
　
大
平
　
憲
行

副
　
増
田
　
正
彦

◇
上
西
原

正
　
森
　
　
英
司

副
　
加
藤
　
　
博

◇
西
又
一

正
　
安
藤
　
　
豊

副
　
小
林
　
　
理

◇
西
又
二

正
　
藤
本
　
勝
也

◇
西
又
三

正
　
三
谷
　
俊
克

◇
西
又
四

正
　
矢
野
　
京
子

◇
小
山
団
地

正
　
二
場
　
晃
一

副
　
樽
井
　
　
博

〃
　
井
上
　
真
人

◇
下
樋

正
　
今
川
　
公
伯

副
　
高
畑
　
義
文

◇
あ
け
ぼ
の

正
　
岡
﨑
　
壽
彦

副
　
尾
田
　
利
明

◇
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
川
津

正
　
佐
藤
　
陽
次

副
　
大
東
　
英
正

◇
下
川
津
本
村
西

正
　
馬
場
　
誠
志

副
　
佐
古
　
一
博

◇
下
川
津
本
村
中

正
　
土
井
　
和
子

副
　
出
渕
　
正
美

◇
高
屋
町
塩
口

正
　
東
條
　
忠
男

副
　
山
本
　
武
男

◇
〃
沖

正
　
多
田
羅
文
義

副
　
三
野
　
康
弘

◇
〃
下
所

正
　
中
井
　
良
秋

副
　
田
井
　
徳
明

◇
〃
蚊
渕

正
　
三
野
　
澄
男

副
　
三
野
　
　
剛

◇
〃
原

正
　
　
鍋
　
敏
昭

副
　
三
野
　
敏
昭

◇
〃
松
井
南

正
　
田
中
　
久
勝

副
　
保
井
　
　
章

◇
〃
松
井
北

正
　
川
井
　
敏
弘

副
　
増
田
芙
佐
子

◇
〃
上
屋
敷
西

正
　
松
浦
　
宣
章

◇
〃
上
屋
敷
東

正
　
橋
崎
　
　
弘

副
　
上
乃
　
　
敦

◇
〃
川
原

正
　
田
山
サ
ダ
子

副
　
塩
崎
　
正
義

◇
〃
中
屋
敷

正
　
東
山
日
出
夫

副
　
小
原
　
邦
彦

◇
〃
仲
畔

正
　
三
野
孝
一
郎

◇
〃
東
條

正
　
合
田
　
和
成

副
　
小
野
　
時
弘

◇
〃
揚
北

正
　
松
川
美
千
代

◇
神
谷
町
奥

正
　
宮
脇
　
正
照

副
　
宮
脇
　
　
進

◇
〃
第
一

正
　
加
藤
　
　
洋

副
　
山
下
　
忠
義

◇
〃
第
二

正
　
中
数
賀
義
文

副
　
綾
野
　
和
雄

◇
〃
第
三

正
　
吉
岡
　
　
優

副
　
吉
岡
　
本
市

◇
〃
第
四

正
　
井
上
　
幸
夫

副
　
吉
岡
　
安
宥

〃
　
大
江
　
光
春

◇
〃
中
所

正
　
中
井
　
龍
藏

副
　
堀
井
　
幹
郎

◇
〃
南

正
　
三
谷
　
泰
生

副
　
坂
下
　
　
博

◇
青
海
町
向

正
　
綾
野
　
英
晴

副
　
綾
野
　
清
水

◇
〃
上

正
　
辻
　
　
　
甫

副
　
上
野
　
善
和

◇
〃
中
村

正
　
田
中
　
博
史

副
　
藤
井
　
正
和

◇
〃
北
山

正
　
冨
木
田
　
慧

副
　
冨
木
田
茂
美

◇
〃
鎹

正
　
要
　
　
昭
夫

副
　
谷
本
　
嘉
章

◇
大
屋
冨
町
新
川
南

正
　
三
野
　
勝
也

副
　
高
木
　
佳
彦

◇
〃
新
地

正
　
谷
澤
　
敏
春

◇
〃
須
加

正
　
香
川
　
吉
信

◇
〃
須
加
中
央

正
　
三
野
　
　
香

副
　
髙
橋
　
義
則

◇
〃
須
加
南

正
　
中
井
　
　
等

副
　
香
川
　
　
進

◇
〃
須
加
北

正
　
山
田
　
高
義

副
　
高
橋
　
辰
男

◇
〃
川
端

正
　
川
田
　
　
稔

副
　
高
橋
　
靖
幸

◇
〃
川
南

正
　
高
橋
　
壮
明

◇
〃
川
北

正
　
髙
橋
　
正
芳

副
　
松
浦
　
　
稔

◇
〃
谷
西

正
　
三
野
　
　
正

副
　
三
井
　
康
弘

◇
〃
谷
東

正
　
山
下
　
幸
良

副
　
松
浦
　
文
博

◇
〃
中
南

正
　
阿
河
　
照
明

副
　
藤
井
　
康
雄

◇
〃
中
北

正
　
高
橋
　
康
夫

副
　
高
橋
　
隆
利

◇
東
分
第
一

正
　
佐
竹
　
善
照

副
　
福
家
　
住
友

◇
東
分
第
二

正
　
新
谷
　
豊
敏

副
　
大
西
　
慶
弘

◇
南
条

正
　
池
内
　
幹
夫

副
　
濵
﨑
　
　
則

◇
西
分
第
一

正
　
森
田
　
　
　

副
　
木
渡
路
　
弘

◇
西
分
第
二

正
　
西
村
　
文
夫

副
　
向
畑
　
照
男

◇
西
脇

正
　
政
本
　
正
一

副
　
乃
村
　
政
雄

◇
浜
分
第
一

正
　
乃
村
　
　
渉

副
　
東
原
　
清
勝

◇
浜
分
第
二

正
　
堤
　
　
　
巖

副
　
向
畑
　
信
市

◇
木
沢
一
区
西

正
　
中
条
　
一
郎

◇
木
沢
一
区
東

正
　
青
木
　
嘉
人

副
　
中
条
　
　
哲

◇
木
沢
二
区
南

正
　
南
木
　
敏
彦

副
　
谷
本
　
和
一

◇
木
沢
二
区
北

正
　
奥
條
　
通
俊

副
　
北
山
　
文
夫

◇
木
沢
三
区
西

正
　
田
中
　
員
弘

副
　
金
生
　
雅
愛

◇
木
沢
三
区
東

正
　
金
生
　
元
市

副
　
豊
田
　
和
生

◇
木
沢
四
区
東

正
　
北
山
　
定
男

副
　
金
生
　
孫
市

◇
木
沢
四
区
西

正
　
北
山
　
幸
雄

副
　
乃
田
　
　
勝
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白峰中学校サッカー部

部
長
　
3
年
　
　
　
飛
鳥

少年
育成センター
だより

No.452

　　小  5年
　　尚子さん

友
と
過
ご
し
た
3
日
間

　
私
た
ち
中
央
小
学
校
の
５
・
６
年
生
は
、
５

月
22
日
か
ら
24
日
ま
で
、
沙
弥
島
で
集
団
宿
泊

学
習
・
夏
の
つ
ど
い
を
行
い
ま
し
た
。
も
し
災

害
に
出
会
っ
て
も
自
分
た
ち
の
力
で
で
き
る
こ

と
を
増
や
し
て
い
こ
う
と
い
う
目
的
で
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
ま
ず
一
番
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
食
事
づ
く

り
で
す
。
１
日
目
の
夕
食
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
作

り
、
２
日
目
の
朝
食
は
ご
飯
と
み
そ
汁
作
り
で

し
た
。
そ
の
時
同
じ
班
の
Ａ
さ
ん
が
「
私
に
に

ん
じ
ん
を
切
ら
せ
て
」
と
言
い
出
し
、
そ
れ
に

連
れ
て
他
の
人
も
「
私
が
す
る
」
と
言
い
出

し
、
班
の
中
で
口
論
と
な
り
ま
し
た
。
結
局
Ａ

さ
ん
は
、
自
分
の
希
望
が
通
ら
ず
す
ね
て
し
ま

い
ま
し
た
。
私
は
『
そ
の
ぐ
ら
い
の
こ
と
で
な

ん
で
す
ね
る
の
だ
ろ
う
』
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
Ａ
さ
ん
は
そ
の
後
、
班
の
中
で

仕
事
を
進
ん
で
見
つ
け
て
は
取
り
組
み
、
ま
た

見
つ
け
て
は
取
り
組
み
と
、
熱
心
に
働
い
て
い

ま
し
た
。

　
２
日
目
の
ス
コ
ア
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

の
時
も
、
Ａ
さ
ん
は
友
達
と
意
見
が
ぶ
つ
か
っ

て
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
班
の
た
め
に
協
力
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
、
『
そ
の
人
の

よ
さ
は
一
面
的
に
見
た
の
で
は
分
か
ら
な
い
な

あ
。
友
達
の
い
い
面
も
見
つ
け
て
い
く
こ
と

が
、
協
力
す
る
こ
と
に
も
な
る
ん
だ
な
あ
』
と

思
い
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
く
う
ち
に
、
友

達
の
よ
さ
を
見
つ
け
、
協
力
し
合
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
大
切
さ
を
学
ん
だ
３

日
間
で
し
た
。

　
私
た
ち
白
峰
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
３

年
生
11
人
、
２
年
生
６
人
、
１
年
生
８
人
の

計
25
人
で
、
大
好
き
な
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
顧
問
の
黒
田
先
生
、

山
中
先
生
、
猪
熊
コ
ー
チ
の
ご
指
導
の
も
と

「
初
心
」
を
忘
れ
ず
に
、
楽
し
く
そ
し
て
厳

し
く
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
る
毎
日

で
す
。
試
合
は
、
勝
つ
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
負
け
た
と
き
に
は
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト

と
や
る
べ
き
課
題
に
つ
い
て
考
え
、
そ
の
克

服
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
昨
冬
の
県
新
人
大
会
で
は
、
自
分
た
ち
の

サ
ッ
カ
ー
が
十
分
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
秋

の
３
部
リ
ー
グ
ア
シ
ス
ト
王
に
な
っ
た
キ
ャ

プ
テ
ン
の
森
を
中
心
に
猛
練
習
を
行
い
、
春

の
リ
ー
グ
優
勝
と
総
体
優
勝
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
最
後
の
県
大
会
で
は
、
自

分
た
ち
の
サ
ッ
カ
ー
を
や
り
遂
げ
る
こ
と
を

誓
い
ま
す
。

No.435

　　小  6年
　　　浩基さん

万
引
き
ゼ
ロ
に
し
よ
う

　
ぼ
く
は
、
コ
ン
ビ
ニ
や
駅
な
ど
で
「
そ
の
犯

罪
は
ゲ
ー
ム
で
す
か
？
」
や
「
万
引
き
は
犯
罪

で
す
」
な
ど
と
書
か
れ
た
ポ
ス
タ
ー
を
よ
く
目

に
し
ま
す
。
そ
の
度
に
「
万
引
き
や
犯
罪
が
ま

だ
ま
だ
多
い
ん
だ
ろ
う
な
ぁ
」
と
思
い
ま
す
。

学
校
の
生
徒
指
導
の
先
生
か
ら
も
お
話
を
聞
き

ま
す
が
、
自
分
は
絶
対
に
し
な
い
と
思
っ
て
い

る
の
で
、
あ
ま
り
真
け
ん
に
聞
け
て
は
い
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
、
ぼ
く
は
、
親
し
い
友
達
に
「
万
引
き

し
よ
う
」
と
さ
そ
わ
れ
た
と
想
像
し
て
み
ま
し

た
。
た
と
え
、
そ
の
友
達
が
い
く
ら
親
し
い
相

手
で
も
、
き
っ
ぱ
り
と
断
れ
る
勇
気
と
自
信
を

い
つ
で
も
も
っ
て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ぼ
く
は
、
万
引
き
の
よ
う
な
悪
い
こ
と
を
か

げ
に
か
く
れ
て
す
る
の
は
、
す
ご
く
ず
る
い
と

思
い
ま
す
。
万
引
き
に
よ
っ
て
か
ん
た
ん
に
手

に
入
れ
た
も
の
に
は
、
価
値
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
万
引
き
を
ゲ
ー
ム
だ
と
思
う
の
は
絶
対
に

許
さ
れ
ま
せ
ん
。
い
け
な
い
こ
と
を
し
て
い
る

時
、
「
だ
れ
も
見
て
い
な
い
か
ら
」
と
思
う
の

は
大
き
な
ま
ち
が
い
で
す
。
周
り
に
だ
れ
も
い

な
く
て
も
、
自
分
の
目
は
確
か
に
見
て
い
る
の

で
す
。
自
分
の
心
は
し
っ
か
り
と
感
じ
て
い
る

の
で
す
。
自
分
が
万
引
き
を
し
て
い
る
こ
と
を

自
分
で
認
め
て
し
ま
う
よ
う
な
人
に
は
な
り
た

く
な
い
し
、
な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
こ

と
を
、
ぼ
く
た
ち
自
身
が
し
っ
か
り
と
分
か
っ

て
、
自
分
の
行
動
に
対
し
て
責
任
を
も
た
な
い

と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
万
引
き
防
止
の
ポ
ス
タ
ー
が
必
要
な
い
社
会

を
つ
く
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
ぼ
く
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
正
し
い
判
断
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

じんけ
ん愛坊の人権だよ

り

坂出市
人権

啓
発

俳  句江
尻
町

八
幡
町

府
中
町

青
葉
町

駒
止
町

池
園
町

新
浜
町

王
越
町

元
町

横
津
町

石
田
　
水
秀

前
田
　
逸
子

杉
尾
　
恭
子

鎌
田
江
美
子

上
山
　
花
子
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木
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子
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子
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子
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山
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子

堺
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ぼ
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揺
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日
の
温
み
抱
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お
ろ
し
た
る
鯉
幟

薫
風
を
入
れ
て
話
の
丸
く
な
る

病
棟
の
テ
ラ
ス
に
鳩
や
五
月
晴

伽
羅
蕗
の
煮
つ
ま
る
匂
ひ
雨
の
音

宿
あ
か
り
湖
に
う
つ
り
て
明
易
し

接
待
の
足
湯
し
て
を
り
夏
遍
路



　生命の貯蓄体操は、健康診断では異常はないけれど、肩こ
りや冷え性、めまい、頭痛、腰痛などの不定愁訴に悩まされ
ていたり、自律神経失調症や更年期障害などといわれている
かたに最適です。
　力を抜いて、体重と反動を利用し、丹田呼吸とともに1日1
ミリずつ全身を伸ばす運動です。これが病気予防、寝たきり
予防、健康づくりに適しています。体重と反動を利用して行
う運動ですから、高齢者のかたやどなたにでもできます。
　南部公民館にて毎週木曜日19時から21時まで、愉快な仲間
たちと和気あいあいと楽しくやっています。健康づくりに興
味のあるかた、体験してみませんか。一度のぞいてみてくだ
さい。
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生命の貯蓄体操 西部野球スポーツ少年団

婚暦50年以上の元気なご夫婦（どちらかお一人が80歳以上）を募集します。ぜひ、ご連絡ください。市秘書課広報広聴係（蕁44・5000）へ募集

代表　亀井　君枝 監督　豊嶋　眞司

結婚後の50年を振り返り

健康の秘訣は

今の楽しみは

65

西
庄
町
に
お
住
ま
い
の

住
田
　
静
雄
さ
ん
（
81
歳
）

　
　
シ
ゲ
子
さ
ん
（
78
歳
）

　　耳が少し遠くなりましたが、今まで病気ひと
つしたことがありません。常日ごろから体を動か
すことが大事なんです。畑を見回るのも、散歩を
兼ねて少し遠回りします。風呂上がりのラジオ体
操は、毎日欠かしません。
　　　公民館での月1回のはつらつ教室は、頭と体
の体操ができていいですよ。地域のかたと話がで
きるのも楽しみです。あとは毎日の庭いじりで体
を動かします。
　　酒もたばこもやりませんが、甘いものには目
がないんです。妻は辛いものが好きなので、けん
かになりません（笑）。

静雄

シゲ子

静雄

　　妻と2人で行く日帰りバスツアー。造幣局の桜
の通り抜けや京都の北野天満宮は心に残っていま
す。あとは、時代モノが好きで、毎日3時にはテレ
ビの前に座っています。
　　　山で夫と2人でみかんの剪定をするのは気持
ちいいですよ。畑からちょうど讃岐富士が見えて
いい眺めなんです。取り入れは孫も手伝ってくれ
ます。隣には長男夫婦が住んでいるので心強いで
すよ。

静雄

シズ子

静雄

シゲ子

静雄

シゲ子

　　農家の次男として生まれ育ち、17歳のときに
海軍に志願しました。昭和22年8月に復員してから
は、実家の農業の手伝いを。26歳で結婚後は、妻
とともに米や麦、梨などを作ってきました。47歳
から定年まで番の州で勤めましたが、会社のかた
には本当によくしていただき感謝しています。退
職後はたまねぎの種の採取の仕事を人から勧めら
れ、妻と一緒に15年間やりました。
　　　私も実家は農家で、畑仕事はよく手伝って
いました。夫とはもともと近所で、友人の兄だっ
たので、小さいころからよく見知っていました。
今となってはお見合いもしてみたかったですね
（笑）。結婚後は2男に恵まれ、子育てが一段落し

てからは勤めに出て、13年間働きました。
　　勤めと農業が両立できたのは、妻ががんばっ
てくれたおかげです。
　　　私はただ夫についていっただけです。今は2
人で1人前と思って、何でも助け合っています。

　夏本番を前に、私たち坂出西部野球スポーツ少年団にと
っても、1年で1番心躍る季節がやってきました。今シーズ
ンは大会で結果を出せていませんが、次の1勝を目指して
4、5、6年生計15人で日々練習に励んでいます。
　練習では、パワーやスピードよりも、バランスやリズム
など基本的な体の動きをしっかり習得することに目標を置
き、中学、高校でのスムーズな上達につなげたいと考えて
います。そして何より、団員たちには、活動を通じて多く
の友達をつくり、常に感謝の気持ちを忘れず、末永く野球
を愛せる人＝「野球人」になってほしいと願っています。
　では「野球人」のみなさん、グラウンドでお会いしまし
ょう。



　北京オリンピックが近づ
いてきました。柔道は日本伝
統のスポーツですのでその
まま通じま
す。中国語の
「マラソン」
は音に漢字
をあてたよ
うで面白い
ですね。

　国民年金の加入者は、所得の減少や失業等により
保険料を納めることが困難な場合は、それぞれの所
得に応じ、「若年者猶予」、「全額免除」、「4分
の3免除」、「半額免除」、「4分の1免除」の保険
料免除制度を利用できます。
※前年度に「全額免除」または「若年者猶予」が認
　められ継続審査が承認されているかたは、自動的
　に社会保険事務所で20年度の免除審査を行い、後
　日結果通知が送付されるようになっています。
申請に必要なもの
漓印鑑
滷被保険者、その配偶者、世帯主で、平成20年1月2
　日以降に坂出市に転入されたかたは、前住所地の
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　このコーナーでは、昔の市内の写真を募集
します。懐かしい貴重な写真をお持ちのか
た、ぜひご連絡ください。
　市秘書課広報広聴係（蕁44・5000）へ

坂出の地名　その30  高屋町
市内の町名を表現します。

学園通り（坂出駅方面）

自主防災組織の役割

　自主防災組織の役割は、大きく分けると、平常時の
備えと災害発生時の対応に分けられます。
　平常時の備えとしては、まず、災害発生時に何が起
きるか、どのようなときが危険か、自分たちの住んで
いる地域のどこが危険か等の防災に関する知識を地
域住民で共有することが重要です。そして、いざとい
うときに慌てないように、役割分担をしておくこと
です。また、情報収集・伝達、消火、救出、救護等に必
要な資機材を整備し、想定どおりに活動できるか、資
機材はうまく活用できるか訓練で試してみて、浮か
び上がった問題点をひとつずつ解決していきましょ
う。自主防災組織の資機材整備費用に対する市の補
助制度がありますので、ご利用ください。

平成20年度国民年金保険料の免除申請を受け付けています

（現　在） 

（昭和49年）高木文雄さん（福江町一）より

ジュードウ ロウダオ

　今月はオリンピック競技に注目してみまし
ょう。

　市町村役場発行の平成20年度所得控除証明書
澆被保険者、その配偶者、世帯主で、平成19・20年
　度中に失業されたかたは、雇用保険受給資格者証
　または雇用保険被保険者離職票の写し
代理人による申請について
　被保険者と同一世帯の家族が行う場合、代理人の
本人確認ができるもの（運転免許証等）が必要で
す。また、被保険者と住所が別であるかたが行う場
合は、委任状および代理人の本人確認ができるもの
（運転免許証等）が必要です。
■詳しくは、市市民課年金係
　　　　　（蕁44・5005　内線155・156）へ

＜指文字の「ヤ」＞親指と小指
と腕で「Ｙ」の字形を表現。

＜町＞両手で屋根の形を作り、
左から右へ移動させることで、
家が密集した町を表現。

＋ ＋屋

＜高い＞指文字の「コ」を
上にあげることで表現。

高 町

　災害発生時の対応としては、災害時の情報の収集・
伝達、行政との連絡、けが人や閉じ込められた人など
の救出・救護、初期消火、避難の呼びかけや避難誘導、
給食・配水などがあります。また、地域内の災害時要
援護者の避難援助も、自主防災組織に期待される重
要な役割です。

香川県防災週間　7月15日貂～21日豢
　期間中、本市では自主防災組織リーダー研修会を
開催します。組織の実効力を高めるため、各組織の
代表者等はふるってご参加ください。
日時　7月20日豸午後1時～　会場　勤労福祉センター
問合先　市総務課（蕁44・5002）

judo
スウィミング ヨウヨン

マラサン マーラーソン

水泳

柔道

swimming 游泳

マラソン marathon 马拉松

バドゥミントン ユィーマォチィウ

バクスィング チュエンジー

バドミントン badminton 羽毛球

ボクシング boxing 拳　

ものしり

一口メモ
日本語 英　語 中国語

柔道



　坂出市地区衛生組織連合会（杉﨑正則会長）は、年1回の
一斉清掃と、校区ごとの環境美化への取り組みが評価され6
月11日、地域環境美化功績者表彰を受賞しました。同連合
会は昭和42年に設立され、現在では市内12校区に活動を広
げています。年間を通しての校区ごとの清掃活動に加え、
ごみの分別とリサイクルにも積極的に取り組んでいます。
おめでとうございます。
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環境大臣表彰を受賞

　6月9日、坂出育愛館とみどり保育園の園児53人が市役所
を訪問し、子どもたちから花束のプレゼントがありまし
た。花の日は、日ごろお世話になっている人に花をプレゼ
ントして感謝の気持ちを伝える日で、園児全員で花の歌の
合唱も披露し、かわいい歌声が響き渡りました。

花の日のプレゼント

青色防犯パトロール出発

災害に備えて

　犯罪や交通事故か
ら子どもたちを守ろ
うと、地域住民が連
携して、青色回転灯
を搭載した「青色防
犯パトロールカー」
の運用が始まってい
ます。「青色防犯パ

トロールカー」の導入は、市内では中心部と松山、川津、
府中校区で行われており、西庄校区で5例目。子どもの通学
や通園時間帯に合わせ通学路を中心に巡回。地域の力で子
どもたちを見守っています。

　6月10日王越小学校で、児
童と王越幼稚園の園児が協
力してヤゴの引っ越しが行
われました。プール開き前
の同校の名物行事で、今年
で13回目。水を抜いたプー
ルの底には、泥や落ち葉に

隠れて動くたくさんのヤゴ！子どもたちは、優しい手つき
で次々にすくい取り、たらいに集めました。採取したのは
シオカラトンボのヤゴなど1,454匹。成長する姿を楽しみ
に、休耕田を利用した「とんぼランド」に放されました。

ヤゴの引っ越し

　5月17日、大橋記念図書
館にライオンズ児童文庫
が誕生しました。坂出、
丸亀、綾歌地区の6ライオ
ンズクラブが、小学生向
けに歴史や伝記関係の図

書約650冊を寄贈したもの。贈呈式では目録が手渡され、テ
ープカットが行われました。寄贈された本には、さっそく
子どもたちが集まっていました。多くのかたのご利用をお
待ちしています。

ライオンズ児童文庫の
誕生

　第50回水道週間に合わ
せ、6月1日から14日まで
かわつ花菖蒲園が一般開
放されました。約90種類
12万本の見ごろを迎えた

紫や白色の花菖蒲を背景に写真を撮るなど、多くの人でに
ぎわいました。1日には花菖蒲祭が開催され、公民館活動の
発表などで会場を盛り上げました。8日には花菖蒲茶会が開
催され、梅雨時にもかかわらず好天に恵まれたお茶席で
は、美しい花菖蒲を一目見ようと来園した人たちにお抹茶
が振る舞われました。

かわつ花菖蒲園
一般開放

　5月13日、24時間テレビ
チャリティ委員会の寄贈
により、大橋記念図書館
に視覚障害者のための読
書補助機械が設置されま
した。設置されたのは、

音声をCDに録音するデジタル録音機器、録音情報を編集で
きるパソコン、文字を拡大してモニターに表示する拡大読
書機など。図書館では今後、利用者の意見を聞きながら機
器を有効活用し、障害者サービスの充実を図ります。

視覚障害者の
読書機械を設置

西庄小学校での出発式西庄小学校での出発式

　川津校区の25世帯
で結成された東春日
自主防災会（松尾倬
三会長）が、宝くじ
助成金（コミュニテ
ィー助成事業）を受

け、万が一の災害に備えるために防災資機材を整備。自主
防災組織は、地域のかたの自衛意識と連帯感に基づいて結
成される共助の組織です。購入したのは組立式リヤカー、
消火器、バケツ、担架、ロープ、ショベル、発電機など充
実した防災用品。災害発生時には地域の自主防災活動に役
立ちます。
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日 曜 行　　事　　名
6 日 平成20年度第35回坂出市PTAバレーボール大会ソフトバレーボールの部

13 日 綾歌・坂出中学校総合体育大会（バドミントン）
12 土 綾歌・坂出中学校総合体育大会（卓球）

23 水 平成20年度香川県中学校総体バドミントン競技会（団体）
24 木 平成20年度香川県中学校総体バドミントン競技会（個人）
26 土 第27回全日本ジュニアバドミントン選手権大会県予選（中学）
27 日 第51回坂出市長杯卓球大会

19 土
国体卓球競技（少年男女）県一次選考会
第20回坂出市会長杯インディアカ大会

21 祝
第29回坂出市長杯少年剣道大会
国体卓球競技（少年男女）県2次選考会

20 日 第1回シニア親睦6人制男女バレーボール大会

16

蕁45・6677　火～金  9:00～18:00　土・日・祝日  9:00～17:00　  休館日　毎週月曜日　祝日振替休館日22日（火）月末整理日31日（木）

蕁45・1505
～休館日～毎週火曜日

蕁45・7110
開館 9：00～17：00（入館は16：30）

日 曜 行　　事　　名

蕁45・6670
～休館日～毎週月曜日

蕁44・5057　開館7：30～19：00
　  （土・日・祝日  8：30～17：15）

坂出草遊会「夏の山野草展」
7月19日（土）～20日（日）最終日は16：00まで

坂出市立東部中学校美術部作品展
7月28日（月）～8月3日（日）
初日は10：00から　最終日は15：00まで

書の美 IN SAKAIDE 2008

会 期
入館料

7月5日貍～20日豸月曜休館
無料

　会派という垣根を越えて県内から選抜された
書家による漢字、仮名、前衛、近代詩文、篆刻
などの書道作品約80点を展示します。奥深い書
の世界をご堪能ください。

シルバー人材センター設立20周年記念作品展

会 期

入館料

7月24日貅～27日豸
9：00～16：00（最終日は15：30まで）
無料

　センター会員が制作した毛筆、手芸、写真、
盆栽、竹細工、彫刻等を展示します。

月月

6 日 勘清会　七夕をどり
12 土 チャリティー映画会「5等になりたい。」
21 祝 香川県吟詠詩舞選手権大会

28 月 人権を守る坂出・綾歌ブロック集会、人権講演会
26・27 土・日 カワイ音楽教室発表会

10日
17日

  3日

  4日

火

と　き
  1日
  8日

府　中

15日 島しょ部
  2日
  9日
16日
23日

松　山

地　　区

水

木

金

王　越
川　津
西　庄

府　中

11日 金　山
東　部

18日 中　央

加　茂
瀬　居
林　田

映画の会 5日貍14時～
あそびの広場 6日豸10時30分～

8日貂10時30分～
紙芝居の会 12日貍14時～

19日貍11時～

ゆりかごおはなし会

13日豸10時～
たんぽぽさんと遊ぼう

13日豸10時～源氏物語

※夏休み期間企画は、3ページ
　に掲載しています。

向日葵のみなさんによる手芸展示

今月
の

市民展示コーナー市民展示コーナー

越
谷
オ
サ
ム
　
著

陽
だ
ま
り
の
彼
女

羽
太
　
雄
平
　
著

曙
光

シ
ニ
ア
体
力
測
定

日
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月
６
日
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前
９
時
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午

会
場
　
林
田
出
張
所

内
容
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定
、
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（
長
座
体
前
屈
）
、

　
開
眼
片
足
立
ち
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棒
反
応
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ス
ト
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ヒ

　
ッ
プ
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料
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５
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５
）

第
51
回
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長
杯
卓
球
大
会

日
時
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月
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日
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午
前
９
時
〜

会
場
　
市
立
体
育
館

参
加
料

　
一
般
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生
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グ
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８
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
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ル
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０
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円

　
　
　
　
中
学
生
　
シ
ン
グ
ル
ス
　
６
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ブ
ル
ス
　
　
６
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
団
体
　
　
　
１，
５
０
０
円

申
込
　
７
月
13
日
豸
必
着
で
、
参
加
申
込
書
を

　
左
記
ま
で

問
合
先
　
坂
出
市
卓
球
連
盟
事
務
局
　
旅
田
　

　
〒
７
６
２-

０
０
２
４
坂
出
市
府
中
町
１
２
１
４

　
　
（
蕁
０
９
０
・
４
３
３
９
・
４
４
０
３
）

海
洋
少
年
団
　
団
員
募
集

内
容
　
海
洋
に
関
す
る
科
学
技
術
の
実
習
お
よ

　
び
学
習

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
の
男
女

申
込
・
問
合
先
　
市
港
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蕁
46
・
２
５
１
８
）

平
成
20
年
度
海
橋
34
号
作
品
募
集

募
集
作
品
　
短
歌（
五
首
）、
俳
句
、
川
柳（
七
句
）、

　
詩
、短
文

参
加
料
　
短
詩
形
　
１，
５
０
０
円

　
　
　
　
短
　
文
　
２，
０
０
０
円

　
　
　
　
　※
作
品
と
一
緒
に
納
入

申
込
　
７
月
31
日
貅
必
着
で
左
記
ま
で

問
合
先
　
坂
出
市
文
芸
協
会
　
多
田
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蕁
46
・
５
３
５
７
）

第
29
回
坂
出
市
長
杯
少
年
剣
道
大
会

日
時
　
７
月
21
日
豢
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

会
場
　
市
立
体
育
館

対
象
　
市
内
在
住
お
よ
び
市
内
の
各
道
場
所
属

　
の
小
・
中
学
生

申
込
　
７
月
５
日
貍
ま
で
に
左
記
ま
で

問
合
先
　
後
藤
（
蕁
46
・
３
５
２
１
）

平
成
20
年
度
会
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
（
Ａ
・
Ｂ
ク
ラ
ス
、
女
子
）

日
時
　
７
月
13
日
豸
午
前
８
時
〜

会
場
　
ト
ク
ヤ
マ
坂
出
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

問
合
先
　
事
務
局
　
木
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蕁
46
・
２
７
４
５
）

向
笠
千
恵
子
　
著

本
物
に
ご
ち
そ
う
さ
ま

7

第
20
回
会
長
杯
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

日
時
　
７
月
19
日
貍
午
後
５
時
30
分
〜

会
場
　
市
立
体
育
館

参
加
資
格
　
18
歳
以
上
の
市
内
在
住
ま
た
は
勤

　
務
者
（
学
生
を
除
く
）

編
成
　
男
子
・
女
子
・
混
合
チ
ー
ム
（
編
成
は

　
各
団
体
で
行
う
こ
と
）

参
加
料
　
１
チ
ー
ム
２，
０
０
０
円
（
当
日
会
場
に
て
）

申
込
　
７
月
17
日
貅
ま
で
に
、
メ
ン
バ
ー
用
紙

　
を
市
立
体
育
館
事
務
室
へ

問
合
先
　
事
務
局
　
鎌
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蕁
46
・
３
２
６
０
）



教育相談 毎週（月～金）
    8：30～17：00

少年育成センター
（蕁46・2777）

17

行政相談 16日貉
  10：00～15：00

市総務課
（蕁44・5002）

定例農業相談 10日貅
    9：00～11：00

市農業委員会
（蕁44・5013）

家庭児童・女性相談 毎週（月～金）
    8：30～17：00

アルコール相談 第1貂
  13：30～15：30

障害児（者）支援相談

第2貂
    9：30～11：30
第4貂
  13：30～16：30

高齢者住宅相談 毎週（月～金）
    8：30～17：00

市建設課
（蕁44・5011）

社会保険労務士相談 毎週（水）
    9：30～12：00

人権相談 15日貂
  10：00～15：00

勤労福祉センター
（蕁46・2463）

男女共同参画相談 17日貅
  13：30～16：00

市企画課
（蕁44・5001）

育児相談 毎週（月～金）
    9：00～17：00

子育て支援センター
みどり保育園内
（蕁44・3930）
金花保育園内
（蕁46・8747）

交通事故相談
（弁護士相談日）

第2・4貍（要予約）
    9：00～12：00

高齢者職業相談 毎週（月～金）
    9：00～16：00

高年齢者職業相談室
（蕁44・5030）

福祉総合一般相談 毎週（月～金）
    9：30～15：00

交通事故相談 毎週（火・木・土）
    8：30～17：00

身体障害者
生活支援相談

毎週（月～土）
    9：00～17：00

障害者生活支援センター・ピア
瀬戸療護園内
（蕁56・3070）

法律相談
（弁護士相談日）

第3貅
  13：00～16：00※事前に一般相談を受けてください。

相談名 と　　　き と　こ　ろ

各
　
種
　
相
　
談

記帳指導相談
IT相談（要予約）
労務相談
商工業者法律相談

16日貉
  13：00～16：00
  10：00～16：00
  13：00～15：00
  13：00～16：00

金融相談（1日公庫）
17日貅
  10：00～15：00

市社会福祉課
（蕁44・5007）

社会福祉協議会
（蕁45・1133）

中央公民館相談室
（蕁46・5511）

商工会議所
（蕁46・2701）

平
成
20
年
度
自
衛
官
採
用
試
験

　
高
校
卒
業
後
、
最
も
早
く
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な

れ
る
航
空
学
生
、
部
隊
で
活
躍
し
な
が
ら
曹
に

な
れ
る
一
般
曹
候
補
生
、
自
分
の
技
術
・
体
力

を
磨
き
活
躍
す
る
２
等
陸
・
海
・
空
士
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

問
合
先
　
自
衛
隊
丸
亀
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蕁
23
・
６
４
２
０
）

源
氏
物
語
講
座

日
時
　
７
月
６
日
豸
午
前
10
時
〜

会
場
　
大
橋
記
念
図
書
館

講
師
　
香
川
大
学
名
誉
教
授
　
佐
藤
　
恒
雄
氏

坂
出
囲
碁
研
修
会
　
は
じ
め
て
の
か
た
歓
迎

日
時
　
７
月
６
日
豸
午
前
９
時
〜

会
場
　
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
10
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い

日
時
　
７
月
27
日
豸
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会
場
　
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
福
祉
会
館

人
権
学
習
講
座

日
時
　
７
月
９
日
貉

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場
　
川
津
文
化
セ
ン
タ
ー

講
演
　
「
中
学
校
に
お
け
る
人
権
同
和
教
育
に

　
つ
い
て
」

　
　
　
坂
出
中
学
校
校
長
　
山
田
　
知
志
　
氏

問
合
先
　
市
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蕁
44
・
５
０
２
６
）

航空学生

区　　　分 応　募　資　格

高卒（見込含む）で、
平成21年4月1日現在
18歳以上21歳未満

1次　9月23日豢
2次　10月18日貍～23日貅
3次　11月15日貍～12月12日貊

受　付　期　間

8月1日貊～9月10日貉

一般曹候補生
平成21年4月1日現在
18歳以上27歳未満

1次　9月20日貍
2次　10月9日貅～16日貅

8月1日貊～9月10日貉

2等陸・海・空士
平成21年4月1日現在
18歳以上27歳未満

受付時にお知らせします男子 随時

女子
8月1日貊～
　9月10日貉 9月28日豸・29日豺

試　験　日

内
容
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

対
象
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
か
た

問
合
先
　
坂
出
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蕁
46
・
５
０
７
８
）

「
海
の
月
間
」
協
賛
事
業

　
　
小
型
実
習
船
「
た
ど
つ
」
体
験
乗
船
会

日
時
　
７
月
21
日
豢

　
第
１
回
　
午
前
11
時
30
分
〜

　
第
２
回
　
正
午
〜

　
第
３
回
　
午
後
１
時
30
分
〜

集
合
場
所
　
高
松
港
県
営
第
１
桟
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
松
市
）

対
象
　
小
学
生
以
上

　
　
　
　※

小
学
生
は
保
護
者
同
伴

定
員
　
各
回
20
人

申
込
　
往
復
は
が
き
に
乗
船
希
望
の
回
（
第
２
希

　
望
ま
で
）、
応
募
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢

　（
学
年
）、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
７
月
４
日

　
貊
必
着
で
左
記
ま
で

　※

返
信
用
は
が
き
に
返
信
先
の
住
所
、
氏
名
を

　
　
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
多
度
津
水
産
高
校
「
海
の
日
体
験
乗

　
船
会
」
係
　
〒
７
６
４-

０
０
２
１
仲
多
度
郡
多
度

　
津
町
堀
江
１-

２-

１
（
蕁
32
・
３
１
６
８
）

善
通
寺
看
護
学
校
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

日
時
　
７
月
19
日
貍
、
８
月
23
日
貍

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

会
場
　
善
通
寺
看
護
学
校

内
容
　
看
護
技
術
体
験
、
公
開
講
座
、
学
校
紹

　
介

対
象
　
男
女
問
わ
ず
看
護
に
興
味
の
あ
る
か
た

　
お
よ
び
看
護
師
を
目
指
す
か
た

参
加
料
　
無
料

申
込
　
７
月
９
日
貉
ま
で
に
左
記
ま
で

　
　
　
（
当
日
参
加
も
可
）

問
合
先
　
（独）
国
立
病
院
機
構
善
通
寺
病
院
善
通

　
寺
看
護
学
校
（
蕁
62
・
３
６
８
８
）

東
山
魁
夷
せ
と
う
ち
美
術
館

　
　
　
　
　
　
　
第
１
期
テ
ー
マ
作
品
展

  

〜
生
誕
１
０
０
年
記
念

　
　  

風
景
に
魅
せ
ら
れ
た
画
家
　
東
山
魁
夷
〜

会
期
　
７
月
16
日
貉
ま
で

開
館
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

休
館
日
　
月
曜
日

入
場
料
　
一
般
３
０
０
円

　
高
校
生
以
下
・
65
歳
以
上
の
か
た
は
無
料

問
合
先
　
県
立
東
山
魁
夷
せ
と
う
ち
美
術
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蕁
44
・
１
３
３
３
）



おくやみ  5月1日～5月31日

18

（ご遺族の希望により掲載しています）

水
道
メ
ー
タ
ー
の
一
斉
取
替
え
に
つ
い
て

対
象
地
区
　
八
幡
町
、
寿
町
、
白
金
町
、
久
米

　
町
、
京
町
、
昭
和
町
、
谷
町
、
加
茂
町
、
府

　
中
町
、
神
谷
町
、
青
海
町
の
各
町
の
一
部

　※

対
象
者
に
は
、
事
前
に
は
が
き
に
て
お
知

　
　
ら
せ
し
ま
す
。

期
間
　
７
月
４
日
貊
〜
25
日
貊
　
費
用
　
無
料

取
替
業
者
　
市
内
指
定
給
水
装
置
工
事
業
者

問
合
先
　
市
水
道
局
監
理
課
業
務
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蕁
46
・
４
３
０
０
）

強
引
な
布
団
の
訪
問
販
売
に
注
意
！

　
「
業
者
か
ら
『
布
団
の
こ
と
で
行
く
』
と
電

話
が
あ
っ
て
、
そ
の
日
に
や
っ
て
き
た
。
『
以

前
、
高
級
布
団
を
買
っ
た
人
を
訪
問
し
て
い

る
。
布
団
を
見
せ
て
』
と
言
う
の
で
、
ア
フ
タ

ー
ケ
ア
か
と
も
思
い
、
置
い
て
あ
る
場
所
を
教

え
た
ら
、
家
に
上
が
り
こ
ん
で
き
て
、
布
団
を

見
る
な
り
『
こ
の
布
団
は
ダ
メ
だ
』
と
言
っ

て
、
代
わ
り
に
持
っ
て
来
た
新
し
い
布
団
を
広

げ
た
。
『
新
し
い
の
は
い
ら
な
い
』
と
断
っ
た

が
聞
い
て
も
ら
え
ず
、
あ
ま
り
の
し
つ
こ
さ

に
、
早
く
帰
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
、
結

局
何
十
万
も
す
る
高
額
な
布
団
の
契
約
書
に
サ

イ
ン
し
て
し
ま
っ
た
」
と
の
苦
情
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
安
易
に
他
人
を
家
の
中
に
入
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
相
手
が
い
く
ら
強
引
で

も
不
要
な
契
約
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
「
い
ら
な
い
か
ら
帰
っ
て
」
と
は
っ
き
り

伝
え
、
そ
れ
で
も
帰
ら
な
い
場
合
は
警
察
に
通

報
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
香
川
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
蕁
０
８
７
・
８
３
３
・
０
９
９
９
）

　
　
　
多
重
債
務
・
ヤ
ミ
金
融
専
用
相
談

　
　
　
（
蕁
０
８
７
・
８
３
４
・
０
０
０
８
）

小
・
中
学
校
教
科
用
図
書
の
展
示

　
市
内
の
公
立
小
・
中
学
校
で
使
用
さ
れ
て
い

る
教
科
書
を
大
橋
記
念
図
書
館
に
て
展
示
し
て

い
ま
す
。

　
今
、
小
・
中
学
校
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

教
え
て
い
る
の
か
、
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

展
示
期
間
　
７
月
13
日
豸
ま
で

問
合
先
　
市
学
校
教
育
課（
蕁
44
・
５
０
２
４
）

国
民
生
活
金
融
公
庫
　
創
業
定
例
相
談
会

　
創
業
や
経
営
革
新
を
お
考
え
の
か
た
の
た
め
、

時
間
を
延
長
し
て
相
談
を
承
っ
て
い
ま
す
。

日
時
　
毎
月
第
２
、
４
木
曜
日

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

会
場
　
国
民
生
活
金
融
公
庫
高
松
支
店（
高
松
市
）

内
容
　
創
業
ま
た
は
経
営
革
新
に
お
け
る
事
業
計

　
画
の
立
て
方
、創
業
の
た
め
の
資
金
相
談
な
ど

●
新
規
開
業
資
金

限
度
額
　
７，
２
０
０
万
円
（
う
ち
運
転
資
金
４，

　
８
０
０
万
円
）

返
済
期
間
　
設
備
資
金
　
15
年
以
内

第
58
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
が
起
こ
る
の
を

未
然
に
防
い
だ
り
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
が
立

ち
直
る
こ
と
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
り
と
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

協
力
し
て
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
立
ち
直
り
（
更
生
）
に
は
、
本
人
の
意
欲
だ

け
で
な
く
、
本
人
を
取
り
巻
く
地
域
社
会
の
理

解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
す
べ
て
の
人
が
共

に
生
き
ら
れ
る
社
会
を
目
指
し
て
、
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
か
ら
考
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
市
社
会
福
祉
課（
蕁
44
・
５
０
０
７
）

・
納
期
限
は
7
月
31
日
貅
で
す
。

・
市
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

・
お
支
払
い
は
便
利
な
口
座
振
替
で
。 １

　
期

後
期
高
齢
者
保
険
料

１
　
期

介

護

保

険

料

１
　
期

国
民
健
康
保
険
税

2
　
期

固

定

資

産

税

大池、小山、川津 その他 王越日付および
作業者名

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～25日

26～月末

駒止、笠指、京、室
旭、横津、入船、昭
和、久米、福江、谷
江尻

林田、高屋、神谷
大屋冨、青海

西庄、加茂、府中

その他：元、本、寿、白金、御供所、宮下、八幡、常盤、築港、中央、坂出、新浜、池園、花、青葉、文京、富士見、瀬居、沙弥、番の州、沖ノ浜、西大浜北・南

小林水道
46-5977

中山住設
46-4427

山田管工業
46-1894

小林水道
46-5977

中山住設
46-4427

山田管工業
46-1894

キ
ト
ロ
工
業
所
　
4
2-

0
1
2
6藤堂設備

48-2860

綾川水道
48-0538

高橋産業
46-4984

昇栄水道
48-0358

藤堂設備
48-2860

綾川水道
48-0538

田中水道
46-2807

ナニワヤ
46-5656

中川設備機器
46-2901

藤沢住設
46-2192

山田水道
46-3794

多田羅水道
46-3053

旭電機水道
46-2898

松岡水道
46-4602

鈴木設備商会
46-2021

長尾環境設備
46-3863

中條電機水道
46-4261

森崎工業
46-1371

大信総業
46-1372

光産業
46-5096

大信総業
46-1372

光産業
46-5096

十河電機水道
47-0328

ナカトミ
47-0729

善
意
の
贈
り
物

学
校
営
繕
用
物
品
（
45
万
円
相
当
）

　
　
　
　
　
　
　
　
錦
屋
金
物
（
寿
町
一
）

学
校
施
設
充
実
の
た
め

７
月
は
強
調
月
間
で
す

　
　
　
〜
防
ご
う
　
犯
罪
と
非
行

　
　
　
　
　
　
助
け
よ
う
　
立
ち
直
り
〜

関
節
リ
ウ
マ
チ
講
演
会

日
時
　
７
月
12
日
貍
午
後
２
時
〜
４
時

会
場
　
丸
亀
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
丸
亀
市
）

講
演
　
「
リ
ウ
マ
チ
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

　
高
松
平
和
病
院
副
院
長
　
真
鍋
　
等
　
氏

　※

講
演
終
了
後
、
療
養
相
談
が
あ
り
ま
す
。

参
加
料
　
無
料

問
合
先
　
Ｒ
Ａ
ほ
の
ぼ
の
会
　
島
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蕁
28
・
７
５
２
４
）

　
　
　
　
　
運
転
資
金
　
５
年
以
内

基
準
利
率
　
２
・
65
％
〜（
平
成
20
年
６
月
11
日

　
現
在
。使
途
、返
済
期
間
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

問
合
先
　
国
民
生
活
金
融
公
庫
高
松
支
店

　
　
　
　（
蕁
０
８
７
・
８
５
１
・
０
１
９
８
）



10日貅　14：00～15：30 講話　骨量を増やすコツをつかもう 医師　田賀谷健一
3日貅　14：00～15：30 講話　お口の体操を始めましょう 歯科衛生士　青木まゆみ

29日貂　14：00～15：30 実技　高齢者の運動「タオルを使ってのびのび体操」 運動指導士　中村　麻紀

22日貂　  9：30～11：00 実技　効果的な強度でウォーキング 運動指導士　渡里　美佳

8日貂　  9：30～11：00 実技　高齢者の運動「リズム体操とバランスアップ運動」 運動指導士　渡里　美佳

18日貊　14：00～15：30 家庭介護教室　在宅介護の実際～体の移動・車椅子～ 看護師　吉岡真砂子

市保健課

市高齢介護課蕁44・5090

市民武道場

市地域包括
支援センター
蕁44・5091

8日貂　14：00～15：00 講話　人には聞けないおしりの病気　 外科医長　近藤　昭宏
9日貉　14：00～15：00 糖尿病教室「糖尿病は検査の病気」 糖尿病内科医長　大工原裕之
23日貉　14：00～15：00 講話　らくらくカロリー計算（夏の食べ物編）　 給食係技師　中村　佳代

市立病院
2F講堂

市立病院
蕁46・5131

市民ふれあい
会館

蕁44・5070

19

離乳食講習   4日貊　10：00～11：30 生後3～4カ月

パパママ学級 20日豸　13：30～15：30 妊婦さんと家族

ことばの相談（要予約）10日貅　13：30～15：30 言葉の遅れや発音が気になるかた

子育てサークル 14日豺　13：30～15：00 生後3カ月～1歳まで

こども相談（要予約）18日貊　  9：00～11：00 子育てに不安のあるかた
3歳児健康診査 24日貅　13：15～14：45 平成16年12月生まれ
2歳児相談 10日貅　  9：30～11：00 平成18年7月生まれ
1歳6カ月児健康診査 17日貅　13：15～14：45 平成19年1月生まれ
3～4カ月児健康診査   1日貂　13：15～14：45 平成20年3月生まれ

■母子保健行事 ところ  地域保健センター　蕁45・7437
内　　容 と　　き 対　　象

坂
出
市
立
病
院
糖
尿
病
内
科
医
長
　
大
工
原
　
裕
之

編 集 後 記

市保健課  蕁44・5006

■健康教室
と　　き 内　　容 講　　師 ところ 問合先

240

大食いブームの　
　　　　行く末は

　 15日貂　13：30～16：30　地域保健センター
　※要予約　市保健課（蕁44・5006）
　※65歳以上のかたは、市地域包括支援センター
　　（蕁44・5091）へご相談ください。

■栄養相談（対象：64歳以下のかた）

※当番医院のお知らせは（蕁45・0199）診療時間9：00～18：00

6
豸

番の州ハピネスクリニック 44・5566八幡町三外

福家内科クリニック 48・0331加茂町内

林内科呼吸器科医院 46・5302白金町三内

21
豢

前田外科医院 46・5955江尻町外

富士クリニック 49・7576宇多津町内

峯小児科医院 46・4315寿町三小

■休日当番医院
内　　容 町名日 電話番号

13
豸 回生病院 室町三 46・1011内・小・外

20
豸 坂出市立病院 文京町一 46・5131内・小・外

27
豸 聖マルチン病院 谷町一 46・5195内・小・外

　毎日暑い日が続いていま
す。今年は梅雨らしい梅雨
で、今のところ渇水の心配は
なさそうです。雨には「じめ
じめする」「洗濯物が乾かな
い」など嫌なイメージがあり
ますが、これから夏を乗り切
るための大切な水源です。空
梅雨で渇水を心配するより
は、雨の日の楽しみ方を探し
てみてはどうでしょうか？
　さて、導入から4年目とな
るクールビズが今年も始まり
ました。地球温暖化対策とし
て随分定着してきましたが、
クールビズのほかにも、ごみ
を減らす、無駄な車の使用を
控える、節電するなど、身近
なところから始めませんか。

■健康相談
　毎週月～金曜日　8：30～17：00　市保健課

熱中症の予防　～暑さ対策できていますか？～
●適切な服装を心がけましょう
　服装・帽子は白っぽく通気性・吸湿性の良いものを着用しましょう。
●こまめに水分・塩分を補給しましょう
　1時間以上水分を取らずに作業を続けることがないようにしましょう。
●十分に休憩をとりましょう
　日陰等の涼しい場所で十分な休憩をしましょう。1時間以上の連続作業
　はさけましょう。

■予防接種　個別接種
ジフテリア・百日せき・
破傷風混合（DPT） BCG

平20・4月生まれ 平20・4月生まれ平19・7月生まれ
※上記対象者は、公費負担の対象です。お早めの接種をお勧めします。
※個別接種については、実施対象月です。母子健康手帳をご持参ください。

※前日までに市保健課へご予約ください。

麻しん・風しん混合（MR）

　
５
月
に
厚
労
省
が
発
表
し
た
国
民

健
康
・
栄
養
調
査
結
果
で
は
、
２
０

０
６
年
時
点
で
「
糖
尿
病
が
強
く
疑

わ
れ
る
人
」
が
約
８
２
０
万
人
、

「
糖
尿
病
の
可
能
性
が
否
定
で
き
な

い
人
」
が
約
１，
０
５
０
万
人
、
糖
尿

病
の
該
当
者
か
そ
の
予
備
軍
と
推
定

さ
れ
た
人
の
合
計
は
約
１，
８
７
０
万

人
に
上
り
ま
し
た
。

　
わ
が
国
の
人
口
が
１
億
２，
７
０
０

万
人
ち
ょ
っ
と
で
す
か
ら
、
国
民
の

平
均
6.8
人
に
１
人
の
病
気
で
す
。
も
し
あ
な
た
が
Ｊ
Ｒ
坂
出
駅
前

に
立
っ
た
と
し
た
ら
、
目
の
前
を
通
り
過
ぎ
た
７
人
の
う
ち
１
人

が
糖
尿
病
か
そ
の
予
備
軍
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
本
人
が

か
か
る
す
べ
て
の
病
気
の
中
で
、
高
血
圧
に
次
い
で
２
番
目
に
多

い
の
が
糖
尿
病
で
す
が
、
今
回
の
厚
労
省
の
発
表
で
さ
ら
に
驚
く

べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
97
年
か
ら
02
年
ま
で
の
５
年
間
に
１，
３
７
０
万
人
か

ら
１，
５
２
０
万
人
ま
で
２
５
０
万
人
増
加
し
た
の
で
す
が
、
今
回

は
02
年
か
ら
06
年
ま
で
の
４
年
間
で
す
で
に
２
５
０
万
人
増
加
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
ペ
ー
ス
で
い
く
と
、
来
年
に
は
２，
０
０

０
万
人
を
軽
く
突
破
す
る
で
し
ょ
う
。
高
血
圧
患
者
さ
ん
は
減
少

傾
向
に
あ
る
の
に
、
極
端
に
対
照
的
な
伸
び
率
で
す
。

　
糖
尿
病
の
初
期
に
は
自
覚
症
状
が
な
く
、
事
の
重
大
性
が
わ
か

り
に
く
い
で
す
が
、
失
明
や
腎
不
全
か
ら
透
析
、
神
経
障
害
か
ら

下
肢
切
断
と
い
っ
た
合
併
症
を
起
こ
し
ま
す
。
脳
卒
中
や
心
筋
梗

塞
で
救
急
車
で
病
院
に
運
び
込
ま
れ
る
患
者
さ
ん
の
中
に
、
進
行

し
た
糖
尿
病
が
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
か
た
も
お
お
ぜ
い
お

ら
れ
ま
す
。

　
増
加
の
背
景
に
は
、
食
事
カ
ロ
リ
ー
（
特
に
脂
肪
）
の
過
剰
摂

取
、
運
動
不
足
に
よ
る
カ
ロ
リ
ー
燃
焼
不
足
が
大
き
い
わ
け
で
、

昨
今
の
大
食
い
、
「
メ
ガ…

」
ブ
ー
ム
の
結
末
が
心
配
で
す
。

22日貂・23日貉
  8：40～10：30

9日貉
  9：00～11：00
13：00～15：00

28日豺
13：30～15：00

地域保健
センター

乳がん

■がん検診　中央校区
子宮がん胃がん ところ

■親子ふれあい体操
と　き 対　象

9日貉  10：00～11：30 1～4歳児と保護者市民武道場
※バスタオルと飲み物持参で、動きやすい服装でお越しください。

ところ



死亡  55人
（13）

世帯数
21,620世帯（19）

火災
7件

救急
279件

（
5
月
）

交通事故  56件
（死者0人）

転出  150人
（-100）

出生  47人
（19）

転入  132人
（-164）

人口56,371人（-26）

女29,571人（-21）
男26,800人（-5）

6月1日現在

市 制 施 行
市 の 面 積
市 の 木
市の花木・草花

昭和17年（1942）
92.46㎢
珊瑚樹
桜・コスモス

20

（　）は前月比

※広報に掲載された写真は、希望者に差しあげます。
　お気軽に市秘書課（蕁44・5000）までお申し出ください。
【表紙の写真】青色防犯パトロール出発式（府中校区）

172なすの卵スープ
（
作
り
方
）

な
す
は
へ
た
を
除
い
て
皮
を
む

き
、乱
切
り
に
す
る
。

な
べ
に
な
す
と
Ａ
を
入
れ
て
火
に

か
け
、
沸
騰
し
た
ら
弱
火
に
し
て

５
分
ほ
ど
煮
て
、
帆
立
貝
柱
缶
を

汁
ご
と
入
れ
る
。

な
す
が
煮
え
た
ら
Ｂ
の
水
溶
き
か

た
く
り
粉
を
加
え
て
と
ろ
み
を
つ

け
、溶
き
卵
を
流
し
入
れ
る
。卵
が

ふ
わ
っ
と
浮
い
た
ら
火
を
消
し
、

こ
し
ょ
う
と
ご
ま
油
で
香
り
を
つ

け
る
。

漓滷澆

「1人分の栄養量」
エネルギー
たんぱく質
脂質
カルシウム
塩分

86
6.9
3.8
35
0.8

kcal
g
g
mg
g

Ａ 鶏がらスープの素

塩
水

今月は平成19年1月から3月生ま
れのお子さんを募集します。ご希望
のかたは、お子さんの名前・住所・生
年月日・保護者の氏名・連絡先を明記の
うえ写真・メッセージ（28字以内）を添え
て郵送でご応募ください。

申込・問合先
〒762-8601  坂出市室町二丁目3番5号
　市秘書課広報広聴係（蕁44・5000）へ

締切日　7月10日（木）必着
応募者多数の場合は抽選

まり

　　小  6年
　　  茉莉さん

みく

　　小  6年
　　  未来さん

（宮古島の海は　　　　　　
　　　　　きれいだったよ）

（櫃石のキイキ石） 　　保  5歳児
　　　  翔ちゃん

まなか

　　幼  5歳児
　　  麻菜果ちゃん

しょう

毎
日
、
笑
顔
で
元
気
に
バ
イ
バ
ー
イ
！

　
　
い
っ
ぱ
い
お
し
ゃ
べ
り
し
よ
う
ね

や
ん
ち
ゃ
な
お
姫
様
蟋

優
し
く
女
の
子
ら
し
く
育
っ
て
ね

音
楽
大
好
き
み
な
も
ち
ゃ
ん

　
　
踊
る
姿
は
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
〜
♪

　　　心巴ちゃん
ここわ

　　　歩楓ちゃん
ほのか

　　　みなもちゃん

（材料）約4人分

笑
顔
が
最
高
邇
わ
が
家
の
王
子
様
蟋

　
　
　
　
元
気
に
明
る
く
育
っ
て
ね

こ
わ
い
物
知
ら
ず
の
渓
ち
ゃ
ん

ケ
ガ
を
せ
ず
に
大
き
く
育
っ
て
ね
！

ち
ょ
っ
と
怒
り
ん
坊
の
イ
ブ
キ
！

  

い
つ
兄
の
座
を
奪
う
の
か
な
ぁ
??

　　　瑞耀ちゃん
みずき

　　　渓太ちゃん
けいた いぶき

　　　伊吹ちゃん

きょうすけ

　　中  2年
　　  恭輔さん

240ｇ
2個
60ｇ

なす
卵
帆立貝柱缶

坂
出
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

こ
の
広
報
誌
は
、
資
源
保
護
の
た
め
に

再
生
紙
を
使
用
し
、
環
境
に
や
さ
し
い

大
豆
油
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
誌
は
、
資
源
保
護
の
た
め
に

再
生
紙
を
使
用
し
、
環
境
に
や
さ
し
い

大
豆
油
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

小さじ1/2
小さじ1/4
11/2カップ

Ｂ かたくり粉
水

大さじ1
大さじ3
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